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NOK株式会社は創業以来、人々が追い求める夢をいち早く見出し、
研究開発を重ねることでその夢の実現に貢献してきました。
これからも人々に寄り添い、高度な技術力と卓越した開発力を磨き上げ、
新たな夢の実現に向かって一歩一歩確実に前進していきます。
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「JAPIA NEWS」のご紹介

　平素よりJAPIAの事業にご支援を賜りまして厚く御礼申し上げます。

　このたび、JAPIAの委員会や部会活動にご尽力いただいている皆さま

に、JAPIAの概要や他の部会活動などをよりご理解いただきたく、当会

の会誌である「JAPIA NEWS」をお届けすることとなりました。

　このJAPIA NEWSは、1957（昭和32）年に月刊「自動車部品」として発

刊、2014年に名称を現在のJAPIA NEWSに変更しました。JAPIA NEWS

では、会員企業にとって有益な情報提供、またJAPIA会員をご紹介する

ことなどを目的としております。

　これからも、皆さまにご愛読いただけるような会誌づくりにまい進い

たしますので、引き続きのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

JAPIA NEWS編集委員会
編集長　　川口　華代（株式会社リケン）
副編集長　鈴木　信吾（曙ブレーキ工業株式会社）
編集委員　松岡　　毅（カヤバ株式会社）
編集委員　笹森　貴文（株式会社ヨロズ）
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を
維
持
し
つ
つ
、
よ
り
精
力
的
な
事
業
活
動
に
ま
い
進

さ
れ
て
い
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
は
、
足
元
の
10
年
間

を
見
ま
し
て
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

大
規
模
な
自
然
災
害
の
多
発
、
感
染
症
の
ま
ん
延
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
世
界
各
地
に
お

い
て
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
惨
事
に
見
舞
わ
れ
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
に
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
は
、
人
々
の
暮
ら

し
や
事
業
活
動
に
お
い
て
大
き
な
負
担
と
な
り
、
半
導

体
不
足
な
ど
に
よ
る
部
品
供
給
制
約
は
、
サ
プ
ラ
イ

　

２
０
２
２
年
度
よ
り
副
会
長
お
よ
び
東
日
本
支
部
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
美
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
５
月

８
日
か
ら
「
５
類
感
染
症
」
と
な
り
、
約
３
年
半
に
わ

た
り
続
い
た
社
会
活
動
に
お
け
る
制
約
が
よ
う
や
く
解

か
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
導
入
さ
れ
た
新
し

い
生
活
様
式
や
働
き
方
は
後
戻
り
す
る
こ
と
な
く
定
着

す
る
な
ど
、
社
会
の
あ
り
よ
う
が
変
化
し
、
価
値
観
の

多
様
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
は
じ
め
人
の
往
来
が
活
発
化
す
る
中
で
第
９

波
へ
の
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
員
企
業

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
定
の
感
染
症
対
策

変
化
と
成
長

Introduction
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見
を
出
し
合
い
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
動
車
産
業

の
未
来
を
開
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
社
会
の
実
現
と
事

業
の
成
長
に
向
け
て
、
私
た
ち
企
業
は
常
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
模
索
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
自
己
の
「
知
」
と
他
領
域
の

「
知
」
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
会
員
企
業

の
皆
さ
ま
に
異
業
種
・
異
分
野
に
触
れ
る
機
会
を
ご
提

供
す
る
な
ど
、
人
的
資
本
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

チ
ェ
ー
ン
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
状
況
は
現

在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

変
化
周
期
の
短
い
近
年
の
事
業
環
境
下
に
お
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

「
変
化
の
常
態
化
」
を
前
提
に
、
ま
ず
は
自
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
を
線
引
き
し
、

自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
に
集
中
し
て
取
り
組

む
、
そ
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

は
そ
の
推
移
を
注
視
し
、
時
に
は
流
れ
に
身
を
任
せ
て

対
処
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
。
そ
の
よ
う
な
心
持

ち
で
経
営
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
し
か
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、
有
馬
会
長
の
下
、
自
動
車
産
業

界
全
体
の
課
題
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
取

引
適
正
化
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
、
し
な
や
か
さ
）、

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
中
小
企
業

と
の
対
話
・
連
携
」「
各
団
体
と
の
連
携
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
産
業
界
特

有
の
商
習
慣
の
改
革
に
踏
み
込
む
課
題
も
あ
る
中
で
、

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
が
価
値
観
を
共
有
し
、
本
音
で
意

一般社団法人 日本自動車部品工業会

副会長 美野 哲司
（プレス工業 代表取締役社長）
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令和５年度
通常総会
を開催

　

開
催
に
あ
た
り
、
有
馬
会
長
か
ら

「
連
携
」「
多
様
性
」「
共
感
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
会
長
就
任
か
ら
１
年
の

活
動
成
果
な
ら
び
に
本
年
度
の
抱
負

に
つ
い
て
話
が
あ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ

Ａ
の
強
み
で
あ
る
会
員
企
業
４
０
０

社
超
の
多
様
性
を
生
か
す
べ
く
、
本

部
と
支
部
の
関
わ
り
を
密
に
、
中
小

企
業
が
も
っ
と
強
く
、
元
気
に
な
る

活
動
を
進
め
た
昨
年
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

自
ら
汗
を
か
き
、取
引
適
正
化
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
の
取
り
組

み
に
注
力
し
た
結
果
、
日
本
自
動
車

工
業
会
や
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２
以
下
の
み
な

ら
ず
業
界
内
外
に
共
感
の
輪
が
拡
大
。

本
年
度
は
、
さ
ら
に
改
善
サ
イ
ク
ル

を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
回
し
、
実
効
性

が
上
が
る
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ

と
、
加
え
て
10
月
開
催
の
ジ
ャ
パ
ン

モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
で
は
、
中
小
の

強
み
を
生
か
し
た
多
様
な
道
筋
に
挑

む
姿
を
発
信
し
、
自
動
車
部
品
業
界

が
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
貢
献
し
続
け
、

今
ま
で
以
上
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

２
年
目
と
な
る

有
馬
会
長
体
制
の
下

総会に臨むJAPIA役員一同 任期２年目を迎えた有馬会長

JAPIAは５月25日、経団連会館（東京都千
代田区）において令和５年度通常総会を開催
し、令和４年度事業報告・決算および令和５
年度事業計画・予算について審議し、承認さ
れた。また、理事として、齋藤克巳氏（豊田
合成 執行役員）および矢﨑陸氏（矢崎総業 
代表取締役社長）が選任された。
※出席・登壇者の所属・役職は2023年５月25日時点
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JAPIA通常総会レポート

総会は経団連会館（東京都千代田区）で開催された

取引適正化に取り組む茅本副会長総務委員長

一
丸
と
な
っ
て
や
っ
て
い
く
、
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

―
茅
本
副
会
長
総
務
委
員
長

　

有
事
と
呼
べ
る
資
材
価
格
な
ど
の

高
騰
に
対
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
価
格
転
嫁
を
進
め
る
べ
く

総
務
委
員
会
直
下
に
「
取
引
適
正
化

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
立
ち
上
げ
、

発
注
側
の
立
場
で「
襟
を
正
す
活
動
」

を
率
先
。「
自
工
会
と
共
に
考
え
る

活
動
」
で
は
自
工
会
・
経
済
産
業
省

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
４
大
テ
ー
マ
を

主
要
委
員
会
の
委
員
長
、

部
会
長
よ
り
説
明

と
定
期
的
に
協
議
を
重
ね
、
問
題
意

識
の
共
有
、
相
互
理
解
も
着
実
に
進

み
、
共
に
考
え
る
環
境
が
で
き
て
き

た
。
ま
た
、
一
般
公
表
さ
れ
て
い
る

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
原
材
料
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
物
流
な
ど
の
コ
ス
ト
指
標

を
一
元
化
し
、
価
格
推
移
を
表
計
算

ソ
フ
ト
で
分
か
り
や
す
く
確
認
で
き

る
よ
う
に
し
た
ツ
ー
ル
「
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
価
格
転
嫁
促
進

ツ
ー
ル
」
を
作
成
。
会
員
企
業
の
み

な
ら
ず
取
引
先
と
広
く
活
用
い
た
だ

き
た
い
。
本
年
度
は
、
内
示
と
確
定

の
数
量
変
動
に
よ
る
影
響
へ
の
対
応

な
ど
、
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る

自
動
車
産
業
特
有
の
商
慣
習
の
見
直

し
に
取
り
組
む
。

🄫🄫Japan Auto Parts industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

【 年度】

・価格決定
・型取引
・支払い条件 等

【 年度】

１．「襟を正す」活動
２．「自工会と共に考える」活動

自主行動計画
に基づく活動

有事における価格転嫁の支援
【 年度】

「襟を正す」活動の更なる浸透

「取引適正化」 年度の取組み（総務委員会）
＜目指す姿＞
● の深い中小企業を含めたサプライチェーン全体が、新たな投資に踏み出せる経営基盤を構築するため
「襟を正す」の考えの下、価格転嫁をサプライチェーン全体で定着化させる

● 更に、サプライチェーンが維持してきた価値、“つなぐ力＝供給責任を果たす力”を構造的変化の中、
グローバルな競争力として高めるため、自動車業界特有の商慣習の見直しも含めた改善を目指す

＜ 年度活動と 年度に向けて＞

1

自動車業界特有の商慣習
供給責任を果たす力を維持するためのあるべき発注者責任
構造的課題の解決に向けた議論を自工会・経産省と進める

苦しんでいる中小企業の声を受け
好事例を生出し、タイムリーに自工会・素形材団体と共有
政府指標・自主行動計画 改善、パ宣言増加を図る

🄫🄫Japan Auto Parts Industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

＜ 年度に実施すること＞
①「襟を正す」活動の更なる浸透
・会員企業の取引適正化の取り組み好事例を収集・生み出し、タイムリーに自工会・素形材団体と共有し、一層の連携を深める。
・原材料・エネルギー費の価格転嫁促進事例等を 全体へ展開、また、利用者の声によりツールの改善を図る。
・自動車産業が集積する地域での取引適正化の説明会など地域の での取引適正化活動の機運醸成を図る。
・明示的な協議の実践など「自主行動計画」の改訂による実効性の向上、パートナーシップ構築宣言公表企業の増加等を図る。
②自動車業界特有の商習慣の見直し
・ への供給責任と 以下への発注者としての責任を果たすために、自動車業界特有の積年の商慣習について議論する。
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―�

高
松
副
会
長
国
際
委

員
長

　

地
政
学
・
経
済
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
へ
の
脅
威
が

現
実
化
し
て
い
る
中
、

特
に
日
本
の
自
動
車
部

品
業
界
が
強
み
と
し
て

き
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
“
つ
な
ぐ
力
（
供

給
責
任
を
必
死
に
守

る
・
発
注
責
任
を
果
た

す
）”
を
価
値
と
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
競
争

力
と
し
て
維
持
し
続
け

る
こ
と
を
目
的
に
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
Ｗ
Ｇ
を
立
ち

上
げ
。
本
年
度
は
、
会

員
企
業
の
駆
け
込
み
寺

と
し
て
、
①
従
業
員
の
安
全
②
機
微

技
術
管
理
③
事
業
撤
退
に
関
す
る
専

門
知
識
・
事
例
の
収
集
展
開
④
生
産

調
達
の
複
線
化
・
地
産
地
消
に
関
す

る
事
例
の
ほ
か
、
費
用
負
担
や
承
認

の
難
し
さ
に
関
す
る
実
態
を
収
集
し
、

対
応
の
方
向
性
を
整
理
し
て
い
く
。

―
伊
勢
副
会
長
総
合
技
術
委
員
長

　

欧
州
の
Ｃ
ａ
ｔ
ｅ
ｎ
ａ
-Ｘ
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
部
品
に
付
随
す
る

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
し
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
流
通
さ

せ
る
「
デ
ー
タ
流
通
基
盤
」
に
つ
い

て
、
日
本
で
は
経
産
省
の
主
導
の
下
、

蓄
電
池
の
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を

デ
ー
タ
流
通
基
盤
の

先
行
モ
デ
ル
と
し
て

推
進
し
て
い
る
中
、

本
年
度
は
自
工
会
と

と
も
に
ほ
か
の
自
動

車
部
品
へ
の
拡
大
、

ま
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
の
み
な

ら
ず
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ

ジ
ェ
ン
ス
な
ど
の
他

用
途
に
も
活
用
す
べ

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
く
。
特

に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
利
便
性
・

実
現
性
向
上
を
図
る

た
め
、
中
小
企
業
に
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＜目指す姿＞

＜ ３年度に実施すること＞
【 年度 下地づくり】 【 年度：目標設定と即実行】 【 年度 活動定着】

①経産省と自工会と共に自動車部品業界で使えるデータ流通基盤が構築できている
年 月 経産省プロジェクトの先行モデル（蓄電池 ）でシステム起動

②蓄電池 の次に展開すべき自動車部品、用途で、会員会社がデータ流通基盤を利活用できている
年度内 “ウラノスシステム”（日本の業界間を連携する上位システム）の起動に追随

目標達成へのロードマップ：ルール・システム構築 年度 、データ流通体制づくり（ 年度 、実行成果 年度～

🄫🄫Japan Auto Parts Industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

年 月 月
経産省と自工会とプロジェクトを推進しデータ流通基盤を構築
・電池、 以外でも使える要件を定義
・中小の負担が少なく、競争力を担保するルール作り
・日本のモノづくりの強みを活かすシステム作り

年 月 月
＆部品業界の嬉しさがある目標設定

・ロードマップ作成
どの製品・どの用途に・いつ適用を定義

・経産省 自工会に提案し合意

年 月 月
データ流通利活用の浸透
・啓蒙啓発
・支援活動

年 月以降＞
活動を恒久化し
実効果を出す

新部会を発足し
ロードマップ更新
目標設定
啓蒙、支援
目標管理、分析

サイクルを回し続ける経産省プロ対応チーム
部工会内浸透チーム

データ流通基盤とは 部品に付随するデジタルデータを一元管理してサプライチェーン全体で流通させる仕組み＝欧州

・２チーム発足

年
デジタル活用のベースづくり

年 月 月
準備チーム（コア４社）で組織立上げ

・サイバーセキュリティ業界ガイド整備・展開

年 月時点の課題
・デジタル活用能力の不足
・蓄電池の関連企業が少なく、
意識が低い → アクションにつながらず

事例： 排出量データを流通→ （カーボンフットプリント）、生産国データを流通→デューデリジェンス

「デジタル（データ流通基盤）」 年度の取組み
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レジリエンスWGを立ち上げた
高松副会長国際委員長

データ流通基盤の利活用推進を
掲げた伊勢副会長総合技術委員長

🄫🄫Japan Auto Parts industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

年度
課題の明確化

「レジリエンス」 年度の取組み（国際委員会）
＜目指す姿＞

＜ 年度活動と次年度に向けて＞

＜ 年度に実施すること＞

1

地政学・経済安保の観点から、グローバルなサプライチェーンへの脅威が現実化している中、日本の自動車産業
特に自動車部品がサプライチェーンの強みとしてきた“つなぐ力＝供給責任を必死に守る・発注責任を果たす”
を価値として認めてもらい、グローバルの競争力として位置付けていく。
※レジリエンスとは・・“耐性”、“俊敏性”、“早期に復旧”できるよう対応策を考えておくこと。国際委員会で取り組む対象は、“地政学・経済安保”に主眼を置いた活動とする。

問題点の洗い出しを行い、
３点に絞り込み

・従業員の安全確保
・社会的責任を果たす
・生産をつなぐ

年度に整理した課題について各分野の専門家を募り、 つの分科会で以下をとりまとめ、会員企業に共有

経済安保・地政学リスクに関するアンテナ機能を持つ。
会員企業の駆け込み寺として、専門的な知識とノウハ
ウ・事例を収集・展開する。

→会員各社がレジリエンス強化の一歩を踏み出し、
何から取り組むべきか明確になっている。

年度
レジリエンス対応の構えを構築

①従業員の安全確保 海外危機管理セミナー等の企画、退避マニュアル等のひな形
②機微技術管理・軍事転用防止 機微技術管理の重要性、軍事転用防止の社内体制整備等理解できる知識集
③事業撤退 先行事例を収集し一般的な撤退フローへの落とし込み
④生産調達の複線化・地産地消 部材の代替や調達ソースの複線化の事例、費用負担や承認の難しさの実態を収

集し対応の方向性を整理
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JAPIA通常総会レポート

総会後、経産省多田事務次官が講演

と
っ
て
の
う
れ
し
さ
を
啓
発
し
、
利

活
用
の
浸
透
に
向
け
た
活
動
も
進
め

て
い
く
。

―�

横
尾
部
会
長
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
部
会

　

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
達
成
に
向
け
た
中

間
と
し
て
、「
30
年
度
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
13
年
度
比
46
％

以
上
削
減
」
を
目

指
す
姿
に
掲
げ
、

21
年
度
か
ら
会
員

企
業
や
仕
入
先
へ

の
支
援
活
動
な
ど

を
進
め
て
き
た
。

昨
年
度
は
「
こ
れ

で
実
践
Ｃ
Ｎ
活
動

リ
ス
ト
」「
活
動

事
例
集
」
の
各
種

Ｃ
Ｎ
支
援
ツ
ー
ル

の
作
成
・
展
開
、

会
員
企
業
の
目

標
・
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
策
定
、

中
小
企
業
の
課
題

抽
出
・
対
応
、
Ｃ

Ｏ
２
評
価
・
算
出 「より深く・広く」をキーワードに

CN支援を行うとした横尾部会長

ル
ー
ル
構
築
に
向
け
た
自
工
会
と
の

連
携
を
推
進
。
本
年
度
は
「
よ
り
広

く
・
深
く
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
各

種
Ｃ
Ｎ
支
援
ツ
ー
ル
の
浸
透
・
拡
充
・

改
善
の
ほ
か
、
支
部
と
連
携
し
た
中

小
企
業
の
課
題
収
集
、
対
策
推
進
な

ど
、
さ
ら
な
る
活
動
の
強
化
に
つ
な

げ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
支
部
長
（
東
日
本

支
部
美
野
副
会
長
・
中
日
本
支
部
恒

川
副
会
長
・
西
日
本
支
部
下
中
副
会

長
）、
中
小
企
業
施
策
委
員
会
石
川

委
員
長
か
ら
今
年
度
の
活
動
方
針
を

説
明
い
た
だ
い
た
。

　

総
会
後
に
は
、
経
産
省
の
多
田
明

弘
事
務
次
官
よ
り
「
日
本
経
済
の
こ

れ
か
ら
～
行
政
の
決
意
と
産
業
界
へ

の
期
待
～
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た

だ
い
た
。

　
“
行
政
の
決
意
”
と
副
題
を
入
れ

た
思
い
と
し
て
「
将
来
の
不
透
明
性

が
高
い
中
、
足
を
す
く
め
て
い
る
だ

け
で
は
前
に
進
め
な
い
の
は
民
間
も

総
会
後
、
経
産
省

多
田
事
務
次
官
に
よ
る

講
演
も
開
催

行
政
も
同
じ
。
答
え
が
出
て
か
ら
で

は
な
く
『
ま
ず
動
い
て
み
る
』
と
い

う
決
意
の
下
、
成
長
志
向
型
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
の
制
度
整
備
、

半
導
体
・
蓄
電
池
な
ど
重
要
物
資
支

援
の
各
種
予
算
執
行
、
そ
し
て
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
な
ら
び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
や
ア
セ
ア
ン
と
の
連
携
に
よ
る

外
交
努
力
な
ど
の
経
産
省
と
し
て
覚

悟
を
持
ち
、
政
策
資
源
を
総
動
員
し

た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
中
。
今
年
は

官
民
と
も
に
実
行
の
年
と
し
て
、
強

い
危
機
意
識
の
下
で
生
き
残
り
を
か

け
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
期
待
す
る
」
と

お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

1/1🄫🄫Japan Auto Parts industries Association (JAPIA) All Rights Reserved.

【 年度 下地づくり】

・基本情報の展開
・会員企業の実態把握
・部工会目標・活動方針
の立案 等

【 年度 できることから即実行】

・各種 支援ツールの策定 これで実
践 活動リスト、活動事例集 等
・目標・アクションプランの策定
・中小企業の課題抽出・対応
・業界統一の 評価・算出ルール
構築に向けた自工会との連携 等

基盤整備に向けた
活動を推進

概ね網羅的に活動を推進
個々で見ると課題あり

【 年度 より広く・深く】

支援活動の目処付けを
概ね完了

【 ～ 年度】

実行・成果に
活動本格化

全会員企業
が行動に移し、

排出量を
削減

「カーボンニュートラル 」 年度の取組み（ 部会）
＜目指す姿＞

年 達成に向けた中間として、会員企業や仕入先 全体を意識 への支援活動を進め、
部工会目標 「 年度 排出量 年度比 ％以上削減」の達成を目指す

＜目標達成へのロードマップと 年度の位置づけ＞

①「これで実践 活動リスト」「これで実践 活動リスト【対仕入先】」「新事業創出・事業転換事例集」の拡充・浸透、
「省エネ事例集」の使いやすさ改善

②「 アンケート調査」「目標・アクションプラン」への参画企業拡大
③「中小企業の抱える課題」をより広く・深く把握し対応
④「 評価・算出ルール」【本格版】の早期構築（【簡易版】については、トライアル結果を分析して課題抽出・対策推進）
⑤「 に伴うコストアップ」について、部工会の考え・対応の整理

・必要な情報・ツールの
策定

・各種課題への対応
を完了

目標達成へのロードマップ：準備・支援３ヶ年 ～ 年度 ⇒ 実行・成果５ヶ年 ～ 年度

＜ 年度に実施すること＞
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株式会社神戸製作所
管理部  管理課

　1982（昭和57）年より毎年、当工業会の中小企業会員の優良従業員に対する
表彰式が行われています。令和５年度の表彰者が次の各氏に決定し、各支部そ
れぞれの支部年次会において表彰されました。受賞者は勤続15年以上、年齢は
35歳以上の方々です。

※推薦理由は各社からご提出いただきました推薦書に基づき掲載しています。

助
川
　
光
子

　

入
社
以
来
33
年
に
わ
た
り
、
現

場
で
の
品
質
管
理
お
よ
び
生
産
管

理
の
中
心
人
物
と
し
て
弛
ま
ぬ
努

力
を
重
ね
、
高
品
質
・
安
定
供
給

の
実
現
と
さ
ら
な
る
改
善
増
進
に

よ
り
、
生
産
の
増
強
に
多
大
な
る

貢
献
を
果
た
し
た
。
主
婦
で
あ
り

な
が
ら
も
社
長
の
片
腕
と
な
り
、

そ
し
て
社
員
の
心
の
支
え
と
な
り
、

献
身
的
に
仕
事
に
打
ち
込
む
姿
と

今
日
ま
で
の
功
績
は
最
大
限
の
評

価
に
値
す
る
。

す
け
が
わ
　
み
つ
こ

東
日
本
支
部

村
井
　
寿
生

　

弊
社
が
生
産
し
て
い
る
電
流

ヒ
ュ
ー
ズ
の
最
も
重
量
な
部
材
で

あ
る
エ
レ
メ
ン
ト
を
加
工
／
生
産

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
。
特
に
伸
線
業
務
は
、

器
用
さ
と
集
中
力
が
必
要
な
業
務

で
あ
り
、
最
大
限
能
力
を
発
揮
し

て
い
る
。 む

ら
い
　
ひ
さ
お

エス・オー・シー株式会社
栃木工場  製造部門エレメントグループ  グループリーダー

東
日
本
支
部

梁
瀬
　
宗
典

　

入
社
以
来
、
17
年
近
く
当
社
の

情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
尽
力
し

続
け
て
い
る
。
年
々
増
加
す
る
情

報
関
連
機
器
や
同
ソ
フ
ト
の
更
新
・

保
守
・
管
理
の
ほ
か
、
昨
今
で
は

製
品
検
査
基
準
書
・
記
録
簿
の
電

子
化
な
ど
に
よ
る
生
産
性
改
善
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
に
も
力
を

注
ぐ
。
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
は
高
く
、
今

や
当
社
の
事
業
継
続
に
欠
か
せ
ぬ

存
在
で
あ
る
。

や
な
せ
　
む
ね
の
り

江崎工業株式会社
管理本部  情報システム課  主任

東
日
本
支
部

令和 5年度

中小企業会員会社
優良従業員表彰

大
石
　
慶

　

資
材
部
に
所
属
し
、
営
業
部
や

生
産
管
理
部
を
所
属
し
た
経
験
を

生
か
し
、
仕
入
れ
先
と
も
良
好
な

関
係
を
築
い
て
い
る
。
ま
た
、
自

ら
の
技
能
・
知
識
を
生
か
し
、
後

進
の
指
導
育
成
を
積
極
的
に
行
い
、

企
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
は
従
業
員
の
模
範
で
あ
る
。

お
お
い
し
　
た
け
し

埼玉機器株式会社
資材部  課長

東
日
本
支
部
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鈴
木
　
智
雄

　

現
状
の
紙
媒
体
に
よ
る
生
産
指

示
と
完
了
報
告
で
は
困
難
で
あ
っ

た
タ
イ
ム
リ
ー
な
進し

ん

捗ち
ょ
く

把
握
の
た

め
、
生
産
進
捗
の
見
え
る
化
を
推

進
。
シ
ス
テ
ム
環
境
構
築
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
な
ど
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
活
用
に
よ

る
管
理
方
法
を
整
備
し
、
生
産
性

向
上
の
基
盤
強
化
に
貢
献
し
た
。

す
ず
き
　
と
も
お

三和ニードル・ベアリング株式会社
管理部業務１課  課長

東
日
本
支
部

石
谷
　
早
苗

　

27
年
の
勤
続
期
間
中
、
一
貫
し

て
弊
社
の
窓
口
と
し
て
顧
客
の
サ

ポ
ー
ト
を
担
当
。
弊
社
の
商
品
や

ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
知
識
を
社
内

の
誰
よ
り
も
深
く
広
く
有
す
る
ベ

テ
ラ
ン
社
員
で
、
顧
客
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
を
難
な
く
こ
な
す
。

そ
の
安
定
し
た
勤
務
ぶ
り
は
プ
ロ

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

い
し
た
に
　
さ
な
え

ドラィブジャパン株式会社
カスタマーサービス  スペシャリスト

東
日
本
支
部

大
高
　
清
美

　

当
社
の
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

塗
装
不
適
合
「
ハ
ジ
キ
」
の
発
生

を
大
き
な
問
題
と
捉
え
、
他
課
を

含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的

に
発
足
さ
せ
、
不
適
合
発
生
時
の

三
現
主
義
に
よ
り
、
各
要
因
を
適

切
に
検
証
。
合
理
的
な
真
因
追
求

お
よ
び
具
体
的
な
対
策
に
よ
り
、

不
適
合
を
顕
著
に
減
少
さ
せ
、
社

業
の
振
興
に
大
い
に
貢
献
し
た
。

お
お
た
か
　
き
よ
み

東洋エレメント工業株式会社
栃木製造部製造１課  グループリーダー

東
日
本
支
部

丸
山
　
栄
一

　

32
年
以
上
勤
務
し
、技
術
グ
ル
ー

プ
で
現
場
の
改
善
業
務
を
担
当
。

優
れ
た
識
見
と
熱
意
で
業
務
向
上

に
寄
与
し
て
き
た
。
ま
た
、
ベ
テ

ラ
ン
社
員
と
し
て
後
進
の
指
導
育

成
に
も
貢
献
す
る
な
ど
、
他
者
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
。

ま
る
や
ま
　
え
い
い
ち

宮本警報器株式会社
技術グループ  工機係

東
日
本
支
部

舩
木
　
和
彦

　

入
社
以
来
36
年
が
経
過
。
製
造

課
に
て
機
械
加
工
の
ラ
イ
ン
者
と

し
て
作
業
に
従
事
し
た
後
、
ラ
イ

ン
長
に
抜
て
き
さ
れ
、
部
下
と
後

輩
の
指
導
を
行
う
。
現
在
は
製
造

３
課
の
課
長
代
理
と
し
て
組
織
を

ま
と
め
つ
つ
、
生
産
性
を
重
視
し
、

製
品
造
り
に
対
し
て
品
質
・
納
期
・

コ
ス
ト
の
重
要
性
を
考
え
、
各
職

場
長
と
共
に
生
産
活
動
に
尽
力
し

て
い
る
。 ふ

な
き
　
か
ず
ひ
こ

株式会社松井製作所
製造３課  課長代理

東
日
本
支
部

溝
呂
木
　
周
次

　

川
越
第
二
工
場
第
二
製
造
課
に

所
属
し
、
生
産
管
理
業
務
を
主
に

担
当
。
伝
票
処
理
業
務
の
簡
素
化

に
よ
る
事
務
業
務
の
作
業
効
率
向

上
を
進
め
、
豊
富
な
経
験
と
知
識

を
生
か
し
、
部
下
を
巻
き
込
ん
だ

活
動
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

み
ぞ
ろ
ぎ
　
し
ゅ
う
じ

三輪精機株式会社
川越第二工場  第二製造課  課長補佐

東
日
本
支
部

永
野
　
雅
志

　

業
務
に
忠
実
で
模
範
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
作
業
能
率
の
改
善
、

増
進
を
図
り
、
生
産
増
強
に
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
工
場
設
備
の

改
善
に
努
め
、
工
場
の
安
全
を
強

化
し
て
い
る
。
生
産
計
画
に
つ
い

て
も
全
般
的
に
統
括
し
、
安
定
操

業
に
長
期
間
貢
献
し
て
い
る
。
ま

た
、
安
定
操
業
で
き
る
よ
う
、
適

切
な
生
産
設
備
更
新
を
実
施
し
て

い
る
。

な
が
の
　
ま
さ
し

制研化学工業株式会社
油脂静岡工場  製造部  製品管理課  課長代理

東
日
本
支
部
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鈴
木
　
直
樹

　

入
社
か
ら
試
作
一
筋
で
頑
張
っ

て
き
た
。
最
近
で
は
試
作
業
務
だ

け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
人
実
習
生

を
対
象
に
し
た
プ
レ
ス
検
定
の
講

師
と
し
て
、
実
習
生
の
教
育
に
も

励
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
試
作
業

務
の
中
心
と
な
る
人
材
で
あ
る
。

す
ず
き
　
な
お
き

株式会社東海理機
生産技術１部  生産技術２課  試作係担当

中
日
本
支
部

加
藤
　
直
樹

　

入
社
以
来
、
27
年
間
の
長
年
に

わ
た
り
、
生
産
技
術
や
設
備
設
計

の
技
術
部
で
経
験
を
積
ん
で
お
り
、

役
職
も
主
任
、
係
長
、
課
長
と
歴

任
し
、
そ
の
た
び
に
会
社
の
期
待

に
応
え
、
成
果
（
生
産
性
向
上
・

設
備
立
ち
上
げ
・
社
内
設
備
開
発

な
ど
）
を
挙
げ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

光
精
工
の
職
制
と
し
て
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
人
物
で
あ
る
。

か
と
う
　
な
お
き

光精工株式会社
生産技術部  第２生産技術室第１課  課長

中
日
本
支
部

成
瀬
　
真
司

　

勤
続
年
数
33
年
と
経
験
豊
富
で

社
内
か
ら
信
頼
が
厚
く
、
相
談
役

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
個
人

の
能
力
に
お
い
て
は
、
品
質
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
か
ら
、
お
客
さ

ま
に
高
品
質
な
価
値
を
提
供
で
き

る
点
に
お
い
て
評
価
が
高
い
。
現

場
の
相
談
役
・
作
業
者
と
し
て
、

弊
社
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
材

で
あ
る
。 な

る
せ
　
し
ん
じ

三井屋工業株式会社
篠原製造部  篠原製造１G 担当

中
日
本
支
部

本
田
　
晴
久

　

入
社
後
、
品
質
保
証
部
に
配
属

さ
れ
、
今
に
至
る
ま
で
品
質
保
証

一
筋
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。

海
外
に
も
出
向
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
海
外
品
質
保
証
業
務
を
経
験
し

た
。
現
在
は
、
顧
客
か
ら
の
品
質

保
証
体
制
の
強
化
要
請
に
対
し
、

品
質
保
証
部
の
窓
口
と
し
て
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
る
。

ほ
ん
だ
　
は
る
ひ
さ

株式会社メイドー
品質保証部  次長

中
日
本
支
部

泉
野
　
隆
憲

　

新
規
事
業
立
ち
上
げ
に
必
要
な

工
場
内
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
を
、
持

ち
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
積
極
性
を
生
か
し
、
客
先
も

巻
き
込
み
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ス
ト
低
減
と
納
期
厳
守
に
取
り

組
み
、
入
社
よ
り
18
年
の
功
績
は

顕
著
で
、
全
従
業
員
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
み
の
　
た
か
の
り

福寿工業株式会社
トランスミッショングループ  営業セクションリーダー

中
日
本
支
部

松
田
　
善
男

　

当
社
の
生
産
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
日
ご
ろ
よ
り
現
場
管

理
、
作
業
の
工
数
低
減
、
生
産
効

率
ア
ッ
プ
に
尽
力
。
ま
た
、
Ｎ
Ｃ

旋
盤
の
加
工
に
お
い
て
も
試
作
段

階
か
ら
開
発
を
担
当
し
、
新
規
受

注
拡
大
に
大
い
に
貢
献
し
て
お
り
、

社
業
振
興
へ
の
寄
与
に
お
い
て
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

ま
つ
だ
　
よ
し
お

竹内工業株式会社
佐屋製造部生産グループ  GL（課長）

中
日
本
支
部

冠
満
　
秀
明

　

生
産
技
術
部
で
、
試
作
業
務
を

中
心
に
号
口
生
産
を
前
提
と
し
た

問
題
提
起
、
課
題
解
決
を
行
い
、

モ
ノ
づ
く
り
改
善
を
推
進
。
こ
の

キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
安
全
、
品
質
、

原
価
、
生
産
、
人
材
育
成
の
活
動

に
真し

ん

摯し

に
取
り
組
み
、
製
造
部
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。 か

ん
み
つ
　
ひ
で
あ
き

大橋鉄工株式会社
製造部  主査

中
日
本
支
部

市
川
　
哲
也

　

当
社
東
栄
工
場
に
15
年
以
上
勤

務
し
、
現
在
は
技
術
部
課
長
と
し

て
技
術
業
務
を
担
当
。
優
れ
た
見

識
と
熱
意
を
も
っ
て
、
誠
実
に
職

務
を
果
た
し
て
き
た
。
後
進
の
指

導
育
成
も
地
道
に
努
力
を
重
ね
、

業
績
向
上
に
寄
与
す
る
な
ど
他
者

の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

い
ち
か
わ
　
て
つ
や

株式会社タイガーサッシュ製作所
技術部  課長

中
日
本
支
部
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横
田
　
敏
朗

　

入
社
以
来
34
年
間
、
生
産
業
務

に
携
わ
り
、
多
く
の
職
場
で
数
多

く
の
作
業
を
経
験
、
熟
知
し
、
当

社
の
生
産
部
品
に
精
通
。
何
で
も

で
き
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
副
班
長
と
し
て
班
を
盛
り

立
て
、
明
る
さ
と
温
和
な
性
格
で

班
員
や
後
輩
の
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。

よ
こ
た
　
と
し
あ
き

三乗工業株式会社
生産部  本社製造課  製造係  フェルト班  副班長

西
日
本
支
部

藤
岡
　
真
一

　

長
年
、
射
出
成
型
部
門
の
生
産

技
術
の
設
計
・
開
発
に
携
わ
り
、

高
い
技
術
力
で
生
産
性
の
改
善
と

品
質
向
上
に
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

特
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
自
動

化
ラ
イ
ン
の
製
作
に
よ
る
効
率
改

善
で
は
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。
ま
た
、
若
手
社
員
の
育
成

に
も
貢
献
し
て
い
る
。

ふ
じ
お
か
　
し
ん
い
ち

シグマ株式会社
樹脂成形事業部  課長

西
日
本
支
部

田
川
　
明
弘

　

入
社
以
後
、
技
術
部
を
経
て
営

業
部
に
お
い
て
販
売
部
隊
の
先
頭

に
立
ち
活
躍
し
、
会
社
組
織
の
要

と
し
て
尽
力
し
て
き
た
。
新
規
開

拓
を
始
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

顧
客
を
中
心
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

営
業
活
動
を
実
施
。
当
社
へ
の
功

績
が
大
で
あ
る
。

た
が
わ
　
あ
き
ひ
ろ

日本フレックス工業株式会社
営業部  販売一課  主務

西
日
本
支
部

半
田
　
貴
久

　

当
社
の
タ
イ
合
弁
会
社
で
あ
る
、

タ
イ
サ
ミ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
社
の
製
造General M

anager

と
し
て
現
場
を
切
り
盛
り
し
て
い

る
。部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
密
に
取
り
、
現
地
現
物
で
品

質
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く

仕
事
の
進
め
方
は
、
他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
。

は
ん
だ
　
た
か
ひ
さ

新興工業株式会社
タイ事業部  主務

西
日
本
支
部

和
﨑
　
悠

　

勤
続
15
年
と
若
手
で
は
あ
る
が
、

地
道
な
研
さ
ん
を
重
ね
て
技
術
の

知
見
を
積
み
上
げ
、
難
易
度
の
高

い
製
品
加
工
を
実
現
し
、
現
在
は

生
産
技
術
部
門
の
要
と
し
て
活
躍
。

生
産
性
お
よ
び
品
質
向
上
の
両
面

で
社
業
発
展
に
資
す
る
功
績
は
顕

著
で
あ
る
。 わ

ざ
き
　
ゆ
う

一志株式会社
製造部  生産技術課  課長代理

西
日
本
支
部

藤
森
　
英
之

　

入
社
後
、
製
造
・
技
術
部
門
に

て
モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
後
、

営
業
部
に
所
属
。
製
造
で
の
経
験

を
生
か
し
、
技
術
提
案
型
営
業
で

受
注
を
増
や
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
駐
在
を
経
て
、
現
在
は
営
業
・

購
買
業
務
で
顧
客
・
仕
入
先
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

し
、
会
社
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

ふ
じ
も
り
　
ひ
で
ゆ
き

やまと興業株式会社
営業部  部長

中
日
本
支
部



20ISSUE 3 2023

　
歴
史
が
長
い
企
業
の
多
く
に
は
、
大
航
海
時
代
の
大
海
を
進
む
帆
船
の
よ
う
に
、
い
く

つ
も
の
危
機
や
転
機
が
訪
れ
、
そ
の
都
度
、
知
恵
や
機
転
で
乗
り
越
え
て
き
た
。
当
企

画
で
は
、
そ
ん
な
嵐
や
荒
波
に
も
負
け
ず
事
業
を
継
続
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
会
員
企
業

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
転
換
期
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺
う
。
第
３
回
は
、

今
年
で
創
業
１
０
８
年
目
を
迎
え
る
ソ
ミ
ッ
ク
石
川
。
織
機
の
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
の
製
造
か

ら
歩
み
始
め
た
同
社
は
、
戦
火
を
乗
り
越
え
、
今
で
は
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
国
内
シ
ェ
ア

の
５
割
を
握
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
世
界
市
場
へ
の
進
出
や
海
外
の
競
合
会

社
と
の
協
業
な
ど
幾
度
の
決
断
を
迫
ら
れ
て
き
た
が
、
足
元
で
は
次
の
１
０
０
年
に
向
け

た
変
革
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
社
の
石
川
雅
洋
会
長
に
、
こ
れ
ま
で
の
転
換
点
と
未
来

に
向
け
た
展
望
を
聞
い
た
。

創 立　1916年
資本金　３千万円
従業員　�1,805人（単独/2023年４

月時点）
所在地　�浜松市南区古川町500

石川 雅洋
（いしかわ�まさひろ）

ソミック石川会長。1984年３月金沢大学
工学部卒業。トヨタ自動車を経て、2006
年１月ソミック石川入社、07年６月取締役
兼執行役員就任、12年６月代表取締役社
長就任、22年４月取締役会長就任。18年
より事業統括会社ソミックマネージメント
ホールディングス代表取締役社長も兼任

ソミック石川

我が社の
ターニング
ポイント

第３回Ｑ　
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

石
川　
自
動
車
用
の
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
に

織
機
向
け
ボ
ル
ト
の
製
造
で
起
業

ト
ヨ
タ
と
共
に
自
動
車
へ
進
出

お
け
る
当
社
の
国
内
シ
ェ
ア
は
約
５
割
で
、

国
内
最
大
手
と
な
り
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車

や
ス
ズ
キ
、
ス
バ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
日
系

完
成
車
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
が
あ
り
、
米
国

や
中
国
、
タ
イ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
拠
点
を
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特
徴
で
、
片
手
で
ボ
ル
ト
を
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
た
ち
の

知
恵
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
工
場

と
い
っ
て
も
自
宅
の
一
部
を
作
業
場
に
し
た

よ
う
な
場
所
で
、
菊
三
郎
は
熱
し
た
鉄
を
叩

き
、
妻
の
福
乃
は
赤
ん
坊
を
お
ん
ぶ
し
な
が

ら
、
熱
風
を
送
る
た
め
の
ふ
い
ご
を
吹
い
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
赤
ん
坊
が
２
代
目
社

長
の
馨
で
、
私
の
祖
父
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　
２
代
目
の
時
代
に
自
動
車
産
業
に
参
入

し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

石
川　
33
年
に
、豊
田
自
動
織
機
製
作
所（
現

豊
田
自
動
織
機
）
が
自
動
車
製
作
部
門
（
後

の
自
動
車
部
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
当
社
は

織
機
用
の
ボ
ル
ト
を
豊
田
自
動
織
機
製
作
所

に
納
め
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
自
動
車
の
エ

ン
ジ
ン
用
ボ
ル
ト
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
37
年
に
自
動
車
部
が
独
立
し
て
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ　
会
社
と
し
て
飛
躍
を
遂
げ
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
ね
。
た
だ
、
そ
の
頃
の
日
本

は
戦
時
中
で
も
あ
り
ま
し
た

石
川　
日
中
戦
争
を
経
て
第
２
次
世
界
大
戦

有
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
は
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

Ｑ　
長
い
歴
史
を
お
持
ち
で
す
ね
。
初
代
の

社
長
は
ご
結
婚
を
機
に
浜
松
に
移
住
さ
れ
、

会
社
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た

石
川　
は
い
、
名
古
屋
か
ら
移
り
住
ん
だ
私

の
曽
祖
父
に
あ
た
る
石
川
菊
三
郎
が

１
９
１
６
年
に
「
石
川
鐵
工
塲
」
を
立
ち
上

げ
た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。
当
時
、
浜

松
は
繊
維
産
業
が
盛
ん
で
、
織
機
の
製
造
会

社
や
鉄
工
所
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
創
業

当
時
は
、
織
機
向
け
の
根
角
ボ
ル
ト
な
ど
を

製
造
し
て
い
ま
し
た
。
当
社
の
根
角
ボ
ル
ト

は
、
回
り
止
め
が
四
角
に
な
っ
て
い
る
の
が

へ
と
突
入
し
た
頃
で
す
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー

や
織
機
メ
ー
カ
ー
は
軍
需
品
製
造
へ
の
転
換

を
強
制
さ
れ
、
当
社
も
軍
用
機
用
の
ボ
ル
ト

や
ナ
ッ
ト
、
プ
ロ
ペ
ラ
部
品
を
製
造
し
ま
し

た
。
事
業
面
の
制
限
が
か
か
り
厳
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
馨

が
42
年
に
テ
ィ
モ
ー
ル
島
で
28
歳
の
若
さ
で

戦
死
し
、
家
族
や
従
業
員
は
悲
し
み
に
暮
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　
馨
氏
の
弟
で
あ
る
石
川
薫
明
氏
が
３
代

目
社
長
に
就
任
し
、戦
火
を
乗
り
切
り
ま
し
た

石
川　
薫
明
自
身
、
兄
の
死
か
ら
ま
だ
立
ち

直
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
「
お

客
さ
ま
に
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な

い
」
と
、
供
給
を
止
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

45
年
に
浜
松
は
大
空
襲
を
受
け
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
、
ト
ヨ
タ
が
協
力
し
て
当
社
の
生
産

設
備
を
疎
開
先
ま
で
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

工
場
は
焼
け
落
ち
た
の
で
す
が
、
機
械
が
無

戦時中の非常に困難な状況下にあっても
「お客さまに絶対に迷惑をかけてはいけない」と、
絶対に部品供給を止めなかった

回り止めが四角になっているのが特徴の
同社の根角ボルト

1949 年ごろの工場内。
フリクションプレスを導入した頃
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リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
が
訪
れ
ま
す
。
た
だ
、

ラ
イ
バ
ル
企
業
も
多
く
登
場
し
ま
し
た

石
川　

私
の
父
で
あ
る
石
川
哲
司
が
68
年
、

４
代
目
に
就
任
し
ま
し
た
。
日
野
自
動
車
や

ダ
イ
ハ
ツ
工
業
な
ど
、
ト
ヨ
タ
以
外
の
企
業

と
も
取
引
を
拡
大
し
、
海
外
向
け
の
製
品
も

製
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
65
年

に
外
国
企
業
か
ら
特
許
侵
害
で
訴
え
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
完
成
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
苦
労
を
重
ね
て
適
正
ト
ル
ク
を

持
続
さ
せ
る
技
術
を
編
み
出
し
た
の
で
、
本

当
に
寝
耳
に
水
で
し
た
。
結
局
、
技
術
提
携

を
す
る
形
で
和
解
し
た
の
で
す
が
、
量
産
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
特
許
使
用
料
が
増
え
て
い
き
、

利
益
の
確
保
に
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　
そ
の
難
局
を
ど
う
乗
り
切
っ
た
の
で

し
ょ
う
か

石
川　
特
許
に
縛
ら
れ
な
い
、
当
社
独
自
の

新
し
い
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
開
発
に
着
手

し
ま
し
た
。
４
代
目
は
若
い
技
術
者
に
こ
の

開
発
を
一
任
し
、
仲
間
た
ち
が
彼
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
日
夜
開
発
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
新

型
は
樹
脂
を
用
い
た
分
割
型
の
ボ
ー
ル
ジ
ョ

イ
ン
ト
で
、
そ
れ
ま
で
定
期
的
に
グ
リ
ー
ス

の
注
入
が
必
要
だ
っ
た
も
の
を
、
無
給
油
で

済
む
仕
様
に
し
ま
し
た
。
極
寒
の
地
域
か
ら

灼
熱
の
エ
リ
ア
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
走
行
環

境
に
耐
え
う
る
性
能
を
実
現
し
、
当
社
の
技

術
と
し
て
特
許
も
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
時

の
製
品
の
基
礎
は
、
今
の
製
品
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
そ
の
後
、
世
界
市
場
へ
の
進
出
を
決
め

ま
し
た
。
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
決
断
に
な

り
ま
し
た
が
、
ど
う
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か

石
川　
当
時
、
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
よ
う

な
小
さ
な
部
品
は
、
国
内
で
生
産
し
て
海
外

へ
輸
出
す
る
の
が
通
常
で
し
た
。
た
だ
、
そ

の
頃
か
ら
日
系
の
完
成
車
メ
ー
カ
ー
は
ど
ん

ど
ん
海
外
へ
進
出
し
始
め
、
海
外
の
部
品

メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
を
増
や
し
て
い
っ
た
の

で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ト
ヨ

タ
が
米
国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
新
工
場
を
立

ち
上
げ
、
当
社
も
米
国
進
出
の
決
断
を
迫
ら

れ
ま
し
た
。
国
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
、

競
合
社
と
合
弁
会
社
を
設
立

日
系
メ
ー
カ
ー
と
共
に
米
国
へ

事
だ
っ
た
の
で
、
戦
後
す
ぐ
事
業
を
再
開
で

き
ま
し
た
。

Ｑ
　
戦
争
が
終
わ
る
と
、
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン

ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
第
２
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た

石
川　

摩
擦
力
を
利
用
し
て
プ
レ
ス
す
る

「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
プ
レ
ス
（
ポ
ン
ス
）」
な
ど
、

ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
量
産
に
向
け
た
設
備

を
積
極
的
に
導
入
し
、
供
給
量
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
た
。
ト
ヨ
タ
と
の
関
係
が
よ
り
色

濃
く
な
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、「
ト
ヨ
タ
生
産

方
式
」
を
確
立
し
た
大
野
耐
一
常
務
（
当
時
）

の
下
で
「
か
ん
ば
ん
方
式
」
を
学
び
、
現
場

の
カ
イ
ゼ
ン
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
、

ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト

の
企
業
と
し
て
一
定

の
地
位
を
確
立
し
ま

し
た
。

Ｑ　
そ
の
後
、
日
本

に
本
格
的
な
モ
ー
タ

戦
後
、
ボ
ー
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト

分
野
へ
進
出
す
る
も

特
許
問
題
に
直
面

我が社のターニングポイント

トヨタの大野耐一氏に
「かんばん方式」を学んだ
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海
外
分
だ
け
で
な
く
、
日
本
で
の
生
産
分
ま

で
他
社
に
取
ら
れ
る
の
は
時
間
の
問
題
で
す
。

た
だ
、
当
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
に
は
海
外

進
出
の
リ
ス
ク
も
大
き
く
、
社
内
で
も
意
見

が
割
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
５
代
目
社
長

で
あ
る
石
川
晃
三
自
身
が
現
地
に
渡
り
、
市

場
調
査
を
行
っ
て
商
機
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
踏
み
切
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
鈴
木
自
動
車

工
業
（
現
ス
ズ
キ
）
の
鈴
木
修
社
長
（
現
相

談
役
）
か
ら
「
何
も
考
え
ず
闇
雲
に
海
外
進

出
す
る
の
は
無
謀
だ
が
、
し
っ
か
り
し
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
挑
戦
に
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
経
営
だ
」
と

助
言
を
も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
言
葉
に

背
中
を
押
さ
れ
、
米
国
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ
　
米
国
で
は
競
合
他
社
で
あ
る
レ
ム
フ
ェ

ル
ダ
ー
・
メ
タ
ル
ヴ
ァ
ー
レ
ン
社
（
現
Ｚ
Ｆ

グ
ル
ー
プ
）
と
合
弁
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
競
合
社
と
の
協
業
は
珍
し
い
で
す
ね

石
川　
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
生
産
現
場
は

完
全
に
分
け
て
、
人
事
機
能
な
ど
だ
け
を
協

業
し
た
の
で
、
技
術
の
流
出
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
協
業
は
、
そ
の
後
海
外

進
出
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
、
正

解
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
ソ
ミ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
で
は
、
現
在
ボ
ー

ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
以
外
の
事
業
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す

石
川　
足
回
り
で
の
知
見
を
生
か
し
た
作
業

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
」
を
開
発

し
ま
し
た
。
不
整
地
で
の
走
破
性
や
運
搬
作

業
を
省
力
化
す
る
た
め
の
機
能
を
備
え
て
い

て
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
建
設
・
土
木

業
界
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
追
従
・

自
動
運
転
機
能
を
付
帯
す
れ
ば
、
例
え
ば
工

「無謀を挑戦に変えるのがマネジメント」の
助言がなければ、海外進出は果たせない
ままだったかもしれない

場
内
で
の
部
材
の
運
搬
や
農
業
で
の
集
荷
作

業
、
夜
間
の
自
動
見
守
り
機
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
で
使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

製
品
単
体
で
は
な
く
、
お
客
さ
ま
の
課
題
を

解
決
す
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
提
案
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
自
動
車
の
枠
を
飛
び
越
え
た
ア
イ
デ
ア

で
す
ね

石
川　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
、
自
動
車
部
品
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
領
域
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
最
近

で
は
、
東
京
大
学
の
研
究
室
の
協
力
を
得
て

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開

発
も
始
め
ま
し
た
。
イ
ン
ド
や
中
国
か
ら
人

材
を
招
き
、
多
様
な
視
点
を
採
り
入
れ
て
い

ま
す
。
次
の
１
０
０
年
に
向
け
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
企
業
に
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。

初の海外進出を決め、調印式でサインする首脳陣

グループ会社ソミックトランス
フォーメーションが開発する
「SUPPOT」
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―
Ｅ
Ｍ
Ｃ
を
設
立
し
た
狙
い
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

環
境
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
こ
の
二
つ
の
領

域
で
、
東
レ
が
持
つ
先
端
材
料
事
業
の

拡
大
を
目
指
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
前

身
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
が
設
立
さ
れ
た
２
０
０
８

年
当
時
は
、
自
動
車
の
軽
量
化
ニ
ー
ズ

が
高
く
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料
（
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
）
や
樹
脂
材
料
の
適
用
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
時
代
が
変
わ
り
、
現
在
で

は
Ｅ
Ｖ
や
自
動
運
転
車
が
脚
光
を
浴
び

始
め
て
お
り
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
（
双

方
向
型
）
な
車
内
空
間
づ
く
り
」
な
ど

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
軽

量
化
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
機

能
繊
維
や
フ
ィ
ル
ム
、
電
子
情
報
材
料

を
扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
よ
り

広
く
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
分
野
で
展

開
し
た
い
と
考

モビリティ業界は環境負荷の低減を背景にEVの普及が本格化するなど大変革期にあり、その川上に位置
する素材メーカー各社も対応を急いでいる。東レは昨年６月、「環境・モビリティ開発センター（EMC）」
を発足させた。従来の「オートモーティブセンター（AMC）」の提案機能と、住環境資材やバッテリー関
連部材の開発を担う「環境・エネルギー開発センター」の機能を融合させ、自動車メーカーや部品メーカー
のニーズに応えようと取り組んでいる。EMC所長で同社理事の真壁芳樹氏に、取り組みについて聞いた。

素材メーカーとして業界の橋渡し役を担う素材メーカーとして業界の橋渡し役を担う
新素材・技術でモビリティの進化に即応、貢献新素材・技術でモビリティの進化に即応、貢献

軽
量
化
技
術
か
ら
高
機
能
繊
維
や
電
子
情
報
材
料
ま
で
幅
広
く
提
案

え
て
い
ま
す
。

―
今
年
の
「
人
と
く
る
ま
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
展
」
に
は
「
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
快

適
空
間
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
」
を
展
示
し

ま
し
た

　

出
展
し
た「
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ（
テ
ィ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
）  

Ｃ
Ｘ
１
」
は
、
電
動
化
や

Ⓡ

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代 真壁 芳樹

東レ 環境・モビリティ開発
センター所長

真壁 芳樹（まかべ よしき）
東レ 環境・モビリティ開発セ
ンター所長。1989年大阪大
学大学院基礎工学研究科博
士後期課程修了、同年東レ入
社。2012年東麗先端材料研
究開発（中国）有限公司董
事長兼総経理、14年研究・
開発 企画部長兼CR企画室
長、18年理事 先端材料研究
所長などを経て、22年より現
職（理事　環境・モビリティ
開発センター所長）。工学博
士。京都府出身。1961年10
月生まれ、61歳
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具
現
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
こ

れ
ま
で
も
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
を
製
作
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
電
子
情
報
材
料
は
液
体

の
製
品
も
多
く
、
言
葉
で
説
明
を
受
け
て

も
顧
客
は
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
に
く
い
と
思

い
ま
す
。
形
に
す
る
こ
と
で
、
各
素
材
の

特
徴
や
使
い
方
を
目
に
見
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
共
同
で
製
作
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
ネ
ク
ス
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

室
と
か
ん
か
ん
が
く
が
く
の
議
論
を
経
て
、

１
０
０
％
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
を
使
用
し
た
「
ウ
ル
ト
ラ
ス
エ
ー
ド
Ⓡ
」

や
住
宅
資
材
で
使
わ
れ
て
い
る
「
熱
交
換

自
動
運
転
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
も
の
で

す
。
快
適
な
車
内
空
間
と
は
ど
ん
な
も
の

か
、
そ
こ
に
ど
ん
な
素
材
が
適
用
で
き
る

か
、
新
た
な
提
案
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

高
機
能
素
材
を
使
っ
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

換
気
シ
ー
ト
」
な
ど
を
用
い
て
作
り
出
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
フ
ィ
ル
ム
や
電
子
情
報
材
料
な

ど
、
こ
れ
ま
で
適
用
例
が
な
か
っ
た
新
た

な
製
品
を
活
用
し
ま
し
た
。
電
子
情
報
材

料
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
製
品
な
ど
が
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
。
そ
れ
を
モ
ビ
リ
テ
ィ

分
野
に
用
い
る
こ
と
で
、
需
要
が
拡
大
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
各
事

業
部
と
話
を
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
業
界
の

橋
渡
し
役
と
な
っ
て
ユ
ニ
ー
ク
な
素
材
を

提
案
す
る
。
そ
れ
も
Ｅ
Ｍ
Ｃ
と
ネ
ク
ス
ト

モ
ビ
リ
テ
ィ
室
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

―
展
示
ブ
ー
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
に

は
多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
、
乗
り
込

ん
で
い
ま
し
た

　

コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
媒
介
に
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
設
計
者
や
技
術
者
に
直
接

提
案
で
き
た
こ
と
は
意
義
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
近
い
将
来
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
話
を
し
な
い
と
、

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
理
解
し
た
上
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
る
と
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

度
合
い
も
大
き
く
変
わ
る

EMCショールームと「TEEWAVE® AC1」

TEEWAVE® AC1の室内とxEV技術
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に
環
境
対
応
や
資
源
循
環
に
関
し
て
、
相

談
を
い
た
だ
く
こ
と
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

―
モ
ビ
リ
テ
ィ
業
界
で
も
植
物
由
来
な
ど
、

環
境
負
荷
の
低
い
素
材
の
利
活
用
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す

　

当
社
の
中
に
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
を
算
出
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
製

造
か
ら
廃
棄
ま
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体

で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
算
出
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
国
内
で
は
現
状
、
自
動
車
よ

り
も
ア
パ
レ
ル
や
電
池
材
料
、
電
子
機
器

な
ど
の
分
野
で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
し
た
他
業
界
へ
の
対
応
で
培
っ

た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
業
界
に
も
適

応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
活
用
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
素
材
に
戻
す
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
や
粗
原
料
に
戻
す
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
ど
ん
な
方
法
が
最

適
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当

大
変
革
期
に
則
し
た
技
術
や

環
境
負
荷
低
減
素
材
を
開
発

た
め
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
業
界
の
ニ
ー

ズ
は
常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
当
社
に

と
っ
て
も
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
そ
れ
を

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
向
け
た
次
の
提
案
に

生
か
す
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
特

社
の
組
織
全
体
を
見
て
、
よ
り
効
果
的
な

方
法
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
市
場
に
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
２
０
２
６
年
に
は
名
古
屋
で
Ｅ
Ｍ
Ｃ
に

隣
接
す
る
「
新
研
究
棟
」
が
竣
工
予
定
で

す
　

新
研
究
棟
で
は
、
社
会
全
体
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
、
よ

り
基
礎
段
階
に
あ
た
る
要
素
技
術
の
開
発

人とくるまのテクノロジー展2023では「TEEWAVE® CX1」を展示

東レの高機能素材を用いた室内空間の提案
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換
え
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
支
援
設
計
（
Ｃ
Ａ
Ｅ
）
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
を
含
め
て
、
課
題
を
解
決
す
る
よ
う

な
提
案
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
車
載
バ
ッ
テ
リ
ー
関
連
部
材
は
、

進
展
著
し
い
分
野
で
す
。
小
型
化
、
軽
量

化
に
向
け
て
進
化
す
る
中
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
材
が
変
わ
る
と
見
通
し
ま
す
。
当
社
も

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
向
け
「
フ
ィ
ル
ム

集
電
箔
」
を
開
発
中
で
、
技
術
革
新
の
役

に
立
て
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

パ
ワ
ー
半
導
体
の
材
料
や
バ
イ
オ
マ
ス
素

材
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
じ
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
技
術

で
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

発
を
基
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
業
界
の
お
客
さ

ま
に
提
案
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
複
数
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
新

た
な
提
案
や
、
実
際
に
自
動
車
部
品
に
適

用
し
た
場
合
の
性
能
評
価
な
ど
、
よ
り
モ

ビ
リ
テ
ィ
業
界
の
お
客
さ
ま
の
目
線
に

立
っ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
研

究
・
技
術
開
発
サ
イ
ド
に
、
市
場
ニ
ー
ズ

を
伝
え
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

―
持
続
可
能
性
を
基
軸
に
激
変
す
る
モ
ビ

リ
テ
ィ
業
界
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
て
い
く
考
え
で
し
ょ
う
か

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
は
大
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。

シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
る
Ｅ
Ｖ
に
単
に
対

応
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
）
や
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
カ
ー
な
ど
、

新
た
な
概
念
の
登
場

と
と
も
に
形
を
変
え

て
い
く
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
当
社
は
そ

の
変
化
を
捉
え
て
、

新
し
い
材
料
に
置
き

を見据えてを見据えて
Ask about the next generationAsk about the next generation次代次代

も
担
う
予
定
で
す
。
特
に
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
や
バ
イ
オ
マ
ス
（
植
物
由
来
）
の

素
材
な
ど
、
こ
れ
か
ら
重
要
性
が
増
す
分

野
が
研
究
対
象
と
な
り
ま
す
。
マ
テ
リ
ア

ル
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
（
Ｍ
Ｉ
）
技
術

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
て
、
ゼ
ロ

か
ら
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
、
新
た
な

素
材
や
技
術
を
生
み
出
す
た
め
に
は
要
素

研
究
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン

や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
と
言
わ
れ
る
「
ア
ー
バ

ン
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
Ｕ
Ａ
Ｍ
）」
と
い
っ

た
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
も
見
据
え
て
い
ま

す
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｃ
で
は
こ
う
し
た
研
究
・
技
術
開 「TEEWAVE® AR1」とCFRP製モノコック

EMC（名古屋）の落鍾衝撃試験機
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テイ・エス テックとアルプスアルパインが提案する次世代の車内空間「XRキャビン」

カーエレクトロニクスメーカーや内装部品メーカーは、次世代車への採用を
見据えたコックピットの開発に取り組む。電動化や自動運転、シェアリング、
MaaS（サービスとしてのモビリティ）の急速な発展で、自動車の車内は移
動するための空間から、居住空間のような快適性が求められているためだ。
乗員が求める機能に加えて、UI（ユーザーインターフェース）やUX（ユーザー
エクスペリエンス）、省電力化などへの配慮も欠かせない。ハードウエアか
らソフトウエアに至るまで高度な要素技術も必要で、各社が連携して取り組
む事例も多い。

急
拡
大
す
る
次
世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
開
発

～
多
機
能
型
「
統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
」
が
潮
流
に
～

　

次
世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
一
つ

「
統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
」
の
開
発
で

は
、
複
数
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
マ
シ
ン
・

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
（
Ｈ
Ｍ
Ｉ
）
を

連
携
し
て
必
要
な
情
報
を
最
適
な
機

器
で
出
力
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
性
や
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
、ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
の
開
発
に
加
え
て
各
機
器

を
制
御
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発

や
統
合
化
も
欠
か
せ
な
い
。
電
子
部

品
や
内
装
部
品
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な

ど
、
各
要
素
技
術
に
強
み
を
持
つ
部

品
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
協
業
に
よ
り

専
門
領
域
以
外
の
分
野
を
相
互
補
完

し
て
、
資
本
力
や
部
材
調
達
力
も
高

め
な
が
ら
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
は
、
内
装

部
品
メ
ー
カ
ー
の
テ
イ
・
エ
ス　

個
社
の
強
み
を
生
か
し
、

協
業
で
も
勝
機
を
狙
う
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テ
ッ
ク
や
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ー
に

速
度
な
ど
の
情
報
を
投
影
す
る
ヘ
ッ

ド
ア
ッ
プ
デ
ィ
ス
プ
レ
ー（
Ｈ
Ｕ
Ｄ
）

メ
ー
カ
ー
の
日
本
精
機
と
共
同
で
、

統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を
含
む
次
世
代

車
の
車
室
空
間
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
と
日
本
精

機
は
、
２
０
２
１
年
１
月
に
統
合

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
製
品
開
発
を
軸
と

す
る
資
本
業
務
提
携
を
締
結
し
た
。

日
本
精
機
は
メ
ー
タ
ー
や
Ｈ
Ｕ
Ｄ
の

開
発
を
強
み
と
し
て
お
り
、
ア
ル
プ

ス
ア
ル
パ
イ
ン
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
精

通
し
て
い
る
。
当
時
社
長
だ
っ
た
ア

ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
の
栗
山
年
弘
会

長
は
「
単
独
の
開
発
に
は
限
界
が
あ

る
」
と
述
べ
る
。
日
本
精
機
の
佐
藤

浩
一
社
長
も
「
高
度
な
技
術
や
知
見

が
必
要
で
、単
独
で
は
成
し
え
な
い
」

と
認
識
を
示
す
。

　

両
社
は
、
開
発
に
加
え
て
共
同
購

買
や
生
産
委
託
の
体
制
構
築
も
進
め

て
い
る
。
製
品
で
使
用
す
る
電
子
部

品
や
樹
脂
材
料
な
ど
は
共
通
な
も
の

も
多
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
す
る
生

産
拠
点
で
は
互
い
に
補
い
合
う
こ
と

で
、
製
品
の
コ
ス
ト
競
争
力
を
向
上

さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
両
社

は
25
年
末
に
も
統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

製
品
の
量
産
化
を
実
現
し
た
い
考
え

だ
。

　

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
と
テ
イ
・

エ
ス　

テ
ッ
ク
は
、
自
動
運
転
時
代

を
見
据
え
て
次
世
代
の
車
室
内
空
間

「
Ｘ
Ｒ
キ
ャ
ビ
ン
」
を
共
同
開
発
し
、

22
年
11
月
に
発
表
し
た
。
テ
イ
・
エ

ス　

テ
ッ
ク
の
シ
ー
ト
を
中
心
と
す

る
内
装
部
品
の
開
発
・
製
造
技
術
と
、

ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン
が
持
つ
Ｈ
Ｍ

Ｉ
技
術
が
融
合
さ
れ
て
い
る
。
Ｘ
Ｒ

キ
ャ
ビ
ン
は
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）

ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
て
、
シ
ー
ン
に

応
じ
た
シ
ー
ト
ア
レ
ン
ジ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
体
験
で
き
る
。

　

30
年
以
降
の
自
動
運
転
時
代
に
求

め
ら
れ
る
車
室
内
の
技
術
を
想
定
し
、

Ｅ
Ｖ
へ
の
搭
載
も
考
慮
し
て
、
電
力

消
費
量
を
低
減
す
る
高
効
率
の
速
暖

空
調
や
、
デ
ザ
イ
ン
と
機
能
を
融
合

し
た
ス
テ
ル
ス
（
隠
し
）
ス
イ
ッ
チ
、

日本精機とアルプスアルパインの統合コックピットの製品イメージ
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す
る
部
品
が
、
動
画
な
ど
を
楽
し
む

た
め
の
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
だ
。
コ

ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
は
35
・
６
㌅
の
幅

広
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
採
用
。
左
右
に

ス
ラ
イ
ド
で
き
る
機
能
も
備
え
、
Ｅ

Ｖ
の
充
電
時
間
な
ど
に
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
機
能
が
楽
し
め
る
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
運
転
席
と
助
手
席
、

そ
れ
ぞ
れ
の
乗
員
の
顔
を
検
知
す
る

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
、
乗
員
の
好
み

に
合
わ
せ
た
快
適
機
能
を
提
供
す
る
。

こ
う
し
た
機
能
を
実
現
す
る
た
め
、

米
ク
ア
ル
コ
ム
製
の
高
性
能
チ
ッ
プ

「
Ｓ
Ａ
８
２
９
５
」
を
採
用
し
、
統

合
制
御
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

豊
田
合
成
も
上
海
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
に
向
け
て
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ

ル
を
用
意
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に

エ
ア
バ
ッ
グ
を
内
蔵
し
た
「
ラ
ッ
プ

エ
ア
バ
ッ
グ
」
を
活
用
し
た
、
先
進

的
な
室
内
空
間
な
ど
を
提
案
し
て
い

る
。

　

グ
ル
ー
プ
会
社
の
技
術
を
生
か
し

居
住
空
間
を
意
識
し
た

提
案
で
差
別
化
を
図
る

て
開
発
に
取
り
組
む
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ

（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
シ

ニ
ア
、
若
者
な
ど
顧
客
層
ご
と
に
最

適
化
し
た
次
世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
や

車
室
空
間
を
提
案
す
る
。
照
明
や
除

菌
な
ど
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
技
術
も
取

り
入
れ
て
提
案
を
進
め
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
受
注
を
狙
う
。

　

例
え
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
車

室
空
間
の
開
発
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す
る
ウ
イ

ル
ス
対
策
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
、

降
車
時
に
次
亜
塩
素
酸
の
ミ
ス
ト
や

紫
外
線
で
車
内
を
除
菌
す
る
機
能
を

搭
載
し
て
い
る
。
次
亜
塩
素
酸
の
噴

霧
で
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

の
特
許
技
術
「
シ
ル
キ
ー
フ
ァ
イ
ン

ミ
ス
ト
」
を
用
い
る
。
気
化
が
早
く
、

シ
ー
ト
が
濡
れ
る
心
配
が
な
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
機
能
も
提
案
す
る
。
天
井

に
設
置
し
た
照
明
は
、
車
外
の
景
色

に
合
わ
せ
て
色
が
変
わ
る
。
ま
た
、

会
話
な
ど
で
乗
員
が
盛
り
上
が
っ
た

ゾ
ー
ン
別
の
サ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
技
術
を
提
案
し
た
。

　

テ
イ
・
エ
ス　

テ
ッ
ク
の
保
田
真

成
社
長
は
「
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
も

ら
っ
て
、
将
来
の
シ
ー
ト
の
あ
り
方

や
、
ど
ん
な
使
い
方
が

求
め
ら
れ
る
の
か
を
把

握
し
、
そ
れ
を
実
車
に

組
み
込
ん
で
い
く
」
こ

と
で
次
世
代
車
室
内
空

間
の
事
業
に
つ
な
げ
る

考
え
だ
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
系
の

部
品
メ
ー
カ
ー
は
、
こ

の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
第

20
回
「
オ
ー
ト
上
海

２
０
２
３
（
上
海
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
）」
で
次

世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を

含
む
新
た
な
車
室
空
間

を
提
案
し
た
。
デ
ン

ソ
ー
は
、
１
９
９
０
年

代
半
ば
以
降
に
生
ま
れ

た
「
Ｚ
世
代
」
の
ニ
ー

ズ
を
想
定
し
た
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト

モ
デ
ル
を
紹
介
。
中
国
の
Ｚ
世
代
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、

現
地
の
開
発
部
隊
が
中
心
と
な
っ
て

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
り

上
げ
た
。
若
年
層
の
ニ
ー
ズ
を
象
徴

デンソーが上海モーターショーで公開したコックピットコンセプト
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
と

サ
ー
ビ
ス
の
新
ブ
ラ
ン
ド

「
ベ
ル
セ
ウ
ス
」
を
立
ち

上
げ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
を
始
め
て
い
る
。
次
世

代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
向
け
の
仮
想
化
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
開
発
し
て
、
同
社
が

手
が
け
る
次
世
代
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
適
用

す
る
。

　

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
変
化
は
、
新
た

な
部
材
開
発
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

構
成
部
品
の
一
つ
で
あ
る
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
で
は
、
大
画
面
化
や
異
形
デ
ザ

イ
ン
、
省
電
力
化
な
ど
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
特
に
Ｅ
Ｖ
の
普
及
拡

大
で
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
省
電
力
化

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
こ
う
し

た
需
要
に
対
応
す
る
た
め
ジ
ャ
パ
ン

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｊ
Ｄ
Ｉ
）
は
、
新

た
な
有
機
Ｅ
Ｌ「
ｅ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ（
イ
ー

省
電
力
、小
型
化
関
連
の

技
術
開
発
が
加
速

て
）
メ
ー
タ
ー
事
業
は
不
可
欠
」
と

話
す
。
10
年
か
ら
メ
ー
タ
ー
事
業
参

入
の
検
討
を
始
め
て
開
発
に
乗
り
出

し
た
。
す
で
に
マ
ツ
ダ
の
新
型
Ｓ
Ｕ

Ｖ
「
Ｃ
Ｘ
―
60
」
に
フ
ル
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
メ
ー
タ
ー
が
初
採
用
さ
れ
る
と

い
っ
た
実
績
も
あ
る
。
カ
ー
ナ
ビ
な

ど
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
効
率
的

な
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
開
発
経
験
が
生
か

さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
に
加
え
て
、
ソ
フ
ト
領
域

の
開
発
に
も
取
り
組
む
。
同
社
は
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
向
け
の
サ
イ
バ
ー

瞬
間
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
車
載

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
共
有
す
る
機
能
な
ど
も
あ
る
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
向
け
の
車
室
空
間

に
は
「
70
歳
か
ら
身
体
機
能
が
急
激

に
落
ち
る
」（
担
当
者
）
た
め
、
運

転
支
援
機
能
を
取
り
入
れ
た
。
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
に
搭
載
し

た
Ｈ
Ｕ
Ｄ
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
視
線
移
動
を

減
ら
し
、
運
転
し
や

す
く
し
た
。

　

緊
急
車
両
の
サ
イ

レ
ン
な
ど
、
車
外
の

音
を
聞
き
取
り
や
す

く
す
る
サ
ウ
ン
ド
シ

ス
テ
ム
も
導
入
。
サ

イ
ド
ミ
ラ
ー
な
ど
に

取
り
付
け
た
四
つ
の

指
向
性
マ
イ
ク
が
外

部
の
音
を
拾
い
、

ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
に
内

蔵
し
た
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
す
仕
組
み
。

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に

は
マ
ス
コ
ッ
ト
が
登

場
し
、
安
全
運
転
に
必
要
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
機
能
な
ど
も
盛
り
込
ん

だ
。

　

Ｐ
Ａ
Ｓ
は
、
統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

の
実
現
に
向
け
て
メ
ー
タ
ー
事
業
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
開
発
担
当
者

は
「（
統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
向
け

PASが高齢ドライバー向けに提案するコックピットコンセプト

マツダ「CX-60」に採用されたPASのフルディスプレーメーター
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リ
ー
プ
）」
を
開
発
し
た
。
今
後
、

統
合
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
な
ど
に
搭
載
さ

れ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
へ
の
活
用
を
見

込
む
。

　

次
世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
は
Ｈ
Ｕ

Ｄ
の
搭
載
が
目
立
つ
。
日
亜
化
学
工

業
（
小
川
裕
義
社
長
、
徳
島
県
阿
南

市
）
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
を
利
用
し
た

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ズ
マ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｐ
Ｌ
Ｓ
）
を
Ｈ
Ｕ

Ｄ
用
光
源
に
応
用
し
て
、
Ｈ
Ｕ
Ｄ
の

小
型
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
。
マ
イ
ク

ロ
Ｐ
Ｌ
Ｓ
は
、
自
社
開
発
チ
ッ
プ
を

使
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技
術
や
、

イ
ン
フ
ィ
ニ
オ
ン
の
内
蔵
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ド

ラ
イ
バ
ー
Ｉ
Ｃ
な
ど
を
用
い
、

１
万
６
３
８
４
個
の
マ
イ
ク
ロ
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
個
別
に
駆
動
で
き
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｄ

に
搭
載
す
る
こ
と
で
、
小
型
化
や
設

計
自
由
度
の
向
上
な
ど
が
期
待
で
き

る
。

　

特
に
小
型
化
で
は
、
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
に
内
蔵
さ
れ
る
液
晶
Ｈ
Ｕ
Ｄ

の
ユ
ニ
ッ
ト
容
積
が
５
～
20
㍑
な
の

に
対
し
、
開
発
品
を
使
用
す
れ
ば
１

～
１
・
５
㍑
に
な
る
。
同
社
は
「
ユ

ニ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
大
幅
に
縮
小
し
た

こ
と
で
、
天
井
へ
の
設
置
な
ど
も
検

討
で
き
る
」
と
利
点
を
語
る
。
多
様

化
す
る
次
世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
内

装
デ
ザ
イ
ン
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
。

　

今
後
も
自
動
車
用
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

の
市
場
は
拡
大
が
続
く
見
通
し
だ
。

市
場
調
査
会
社
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
「
自
動
車
用
デ

ジ
タ
ル
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
世
界
市

場
」
に
よ
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
の
市
場
規
模
は
21
年
の

２
０
９
億
４
千
万
ド
ル
か
ら
26
年
に

は
３
７
６
億
５
千
万
ド
ル
に
高
ま
る

と
予
測
し
た
。
22
～
26
年
の
予
測
期

間
中
の
年
平
均
成
長
率
は
13
・
２
％

を
見
込
む
。
次
世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

の
需
要
を
取
り
込
む
た
め
メ
ー
カ
ー

各
社
は
、
新
技
術
を
盛
り
込
ん
だ
次

世
代
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
開
発
と
実
用

化
を
急
ぐ
。

デ
ジ
タ
ル
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

の
市
場
は
、２
０
２
６
年
に

３
７
６
億
ド
ル
超
規
模
へ

JDIは、車載用eLEAPを25～26年に量産したい考え
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（一社）日本自動車部品工業会　中日本支部
環境部会　布目 健二

（日本特殊陶業株式会社 環境安全部 環境推進課）

日 時
2023年
３月15日（水）
10：00～17：00

参加者
17名（11社）

視察スケジュール

10:00 ～13:30　集合～移動～昼食
13:30 ～13:50　TOTOサニテクノによる事前説明
13:50 ～14:40　工場見学
14:40 ～15:00　質疑応答
15:00 ～17:00　写真撮影～移動～解散

　　　　　  　　　　　　　　　　　中日本支部主催

「TOTOサニテクノ株式会社 滋賀工場」

視察報告

訪問
 目的

TOTOグループはトイレや浴室、キッチンなど住宅設備機器を扱う企業であり、環境活動
も積極的に行っている。このような企業の環境活動を見学し、中日本支部会員会社の環境
保全活動に役立てていく。またTOTOグループは、2030年に「持続可能な社会」「きれ
いで快適・健康なくらし」の実現を目指し、重要課題であるマテリアリティを「きれいと快
適」「環境」「人とのつながり」と設定。「きれいと快適」「環境」の両方を実現する商品

「サステナブルプロダクツ」の普及や「CO2排出量削減」「地域に根付いた社会貢献活動」
などに取り組んでいる。このキーワードに着眼した環境活動を学ぶことも狙いとする。

訪問先

TOTOサニテクノ株式会社 滋賀工場 西棟

【施設の概要】
　 TOTOサニテクノは、TOTOグループの一員として衛生陶器を製造している会社であり、滋

賀工場はその主力工場の一つである。滋賀工場の主な生産品は腰掛便器（50%）、水洗タ
ンク（50%）であり、従業員数は603名（協力企業含む）、敷地面積は19万8,300㎡、
稼働開始は1962（昭和37）年。

　所 在 地　滋賀県湖南市朝国１
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⑵　
工
場
見
学

・
屋
外

　

焼
成
後
の
衛
生
陶
器
の
不
良
の
一
部

を
、
滋
賀
工
場
内
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

一
部
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
で
色
分
け
が
必
要
な
箇
所
で
使

用
し
て
い
る
。
路
盤
材
と
し
て
の
加
工

は
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
社
内
で
実
施
し
て
お
ら
ず
、

社
外
に
委
託
し
て
い
る
。

・
成
形
工
程

　

泥で
い

漿し
ょ
う

を
型
に
流
し
込
み
、
加
圧
成
形

に
て
水
分
を
絞
り
出
し
て
い
る
。
絞
り

出
さ
れ
た
水
分
は
処
理
後
に
放
水
し
て

お
り
、
特
に
生
産
工
程
に
て
再
利
用
を

し
て
い
な
い
。
衛
生
陶
器
は
複
雑
な
形

状
を
し
て
い
る
た
め
、便
座
部
分
の「
リ

ム
」
と
リ
ム
の
下
側
の
部
位
で
あ
る

「
胴
」
を
別
々
で
成
形
し
た
後
に
２
人

が
か
り
で
合
体
さ
せ
て
い
る
。
合
体
時

に
は
焼
成
後
に
一
体
化
で
き
る
よ
う
結

合
部
に
は
接
着
用
の
泥
漿
を
塗
布
し
、

ク
ラ
ッ
ク
が
生
じ
な
い
よ
う
に
人
手
を

か
け
て
仕
上
げ
て
い
る
。

見
学
報
告

⑴　
事
前
説
明

　

滋
賀
工
場
は
約
10
年
前
に
生
産
設
備

を
刷
新
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
と
し

て
は
最
新
の
設
備
を
有
す
る
。
刷
新
前

後
で
生
産
性
は
25
％
向
上
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
43
％
削
減
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

２
０
１
３
年
に
工
場
全
体
で
希
少
な
経

済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

地
産
地
消
の
体
制
の
確
立
を
掲
げ
、

国
内
雇
用
の
維
持
、
生
産
性
向
上
、
在

庫
レ
ス
化
を
目
標
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・�

乾
燥
・
生
素
地
点
検
工

程

　

約
２
日
間
か
け
て
乾
燥

さ
せ
る
。
乾
燥
時
間
は
短

い
と
割
れ
て
し
ま
う
た
め
、

長
め
に
取
っ
て
い
る
。
後

工
程
で
あ
る
焼
成
工
程
の

熱
を
こ
の
乾
燥
工
程
の
一

部
に
利
用
し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
抑
制
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
段

階
で
の
不
良
は
焼
成
前
な
の
で
、
粉
砕

し
て
泥
漿
に
戻
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

る
。

・
施せ

釉ゆ
う

工
程

　

施
釉
（
上
薬
を
塗
る
）
工
程
は
大
き

く
分
け
て
３
段
階
あ
る
。
１
段
階
目
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
目
に
は
触
れ
な
い
内
部
の

汚
物
が
流
れ
る
経
路
の
施
釉
で
あ
る
。

直
接
ス
プ
レ
ー
で
き
な
い
た
め
、
乾
燥

品
を
傾
斜
し
て
釉う

わ

薬ぐ
す
り

を
流
し
込
み
、

隅
々
ま
で
い
き
わ
た
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
２
段
階
目
は
一
般
的
な
釉
薬
を
塗

布
す
る
。
色
を
付
け
た
り
強
度
を
出
し

た
り
す
る
目
的
の
釉
薬
を
塗
布
し
て
い

る
。
乾
燥
後
に
３
段
階
目
の
ナ
ノ
レ
ベ

ル
の
凹
凸
を
な
く
す
釉
薬
の
塗
布
を
す

る
。
こ
の
最
後
の
釉
薬
が
あ
る
た
め
、

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
凹
凸
が
低
減
し
汚
れ
に

く
く
な
る
こ
と
で
、
納
入
後
の
水
洗
時

の
水
使
用
量
を
低
減
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
、
環
境
貢
献
が
実
現
し
た
。

塗
布
工
程
は
職
人
の
動
き
を
再
現
し
た

ロ
ボ
ッ
ト
が
行
っ
て
い
る
。

・
焼
成
工
程

　

焼
成
の
ピ
ー
ク
温
度
は
約
１
２
０
０

度
で
、
約
15
時
間
か
け
て
行
わ
れ
る
。

最
新
の
ロ
ー
ラ
ー
ハ
ー
ス
キ
ル
ン
を
導
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入
し
た
。
製
品
の
高
さ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

炉
内
高
さ
を
調
整
し
て
焼
成
効
率
を
高

め
た
り
、
土
日
の
稼
働
を
止
め
る
（
月

曜
昼
か
ら
金
曜
夕
方
ま
で
を
連
続
稼
働
）

こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
抑
制
を
行
っ

て
い
る
。
燃
料
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
少
な
い

都
市
ガ
ス
を
採
用
し
て
い
る
。
冷
却
エ

リ
ア
で
は
、
こ
こ
で
生
じ
る
熱
を
焼
成

工
程
の
予
熱
帯
（
ガ
ス
と
混
ぜ
る
空
気

に
利
用
）
や
乾
燥
工
程
に
利
用
し
て
い

る
。
焼
成
窯
周
辺
は
か
な
り
暑
い
が
、

こ
の
エ
リ
ア
で
人
の
作
業
は
な
い
。

⑶　
質
疑
応
答

Ｑ　
焼
成
前
の
不
良
は
泥
漿
に
戻
す
と

の
こ
と
だ
が
、
焼
成
後
の
不
良
は
ど
の

よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
の
か
？

Ａ　
路
盤
材
や
公
共
の
橋
桁
の
骨
材
、

割
合
的
に
は
わ
ず
か
だ
が
、
製
品
の
泥

漿
に
も
使
用
し
て
い
る
。
基
本
的
に
埋

立
は
な
く
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
解
体
時
に
発
生
す
る
廃
棄
衛
生
陶

器
の
回
収
は
行
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ　
課
題
と
認
識
し
て
い
る
が
、
対
策

に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
使
用
後
な
の

で
病
原
体
が
付
着
し
て
い
る
リ
ス
ク
が

ネ
ッ
ク
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
生
産
で
使
用
し
た
水
は
処
理
し
て

放
水
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ

は
循
環
再
利
用
す
る
と
、
循
環
時
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
で
Ｃ
Ｏ
２
が
発
生
す
る

こ
と
を
懸
念
し
て
の
対
応
な
の
か
？

Ａ　
現
在
、
生
産
水
は
処
理
し
て
放
流

し
て
い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
将
来
的

に
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
に
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
で
、

ど
こ
で
一
番
環
境
負
担
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
？

Ａ　
製
品
の
製
作
時
の
環
境
負
担
は
割

合
と
し
て
は
か
な
り
小
さ
く
、
多
く
は

納
入
後
の
使
用
時
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
近
年
の
製
品
は
使
用
時
の
水
使
用

量
を
か
な
り
少
な
く
で
き
て
い
る
点
で
、

環
境
負
担
を
低
減
し
て
い
る
。
以
前
の

設
備
よ
り
Ｃ
Ｏ
２
発
生
量
が
43
％
低
減

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歩
留
ま
り
も
新

工
場
で
は
か
な
り
向
上
し
て
お
り
、
生

産
時
の
環
境
負
担
を
最
小
限
に
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

所
　
感

　

今
回
、
環
境
先
進
企
業
の
最
新
鋭
の

工
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

ず
、
10
年
前
の
設
備
刷
新
で
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
43
％
削
減
し
た
り
、
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
達
成
さ
れ
て
い
た
り
と
、

環
境
負
荷
低
減
効
果
の
数
値
に
驚
い
た
。

大
ま
か
な
活
動
内
容
は
、
焼
成
時
の
廃

熱
利
用
や
、
焼
成
後
の
不
良
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
の
こ
と
だ
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ

以
外
に
も
細
か
な
活
動
の
努
力
が
貢
献

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
土
日

に
焼
成
炉
を
停
止
す
る
な
ど
、
技
術
的

に
も
高
い
次
元
で
実
現
で
き
て
い
る
の

で
、
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
こ
の
情

報
を
参
考
に
、
自
社
の
環
境
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
今
回
の
視
察
を
ご
快
諾
い

た
だ
い
た
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ま
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
中
日
本
支
部
の
皆
さ

ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
る
。
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今年度から部会活動をスタート
会員企業の「労災ゼロ」を目指して
さまざまな情報や対応策を発信

報告：安全衛生部会

JAPIAの
活動

Web展示会第1回

　JAPIAでは、今年度より新たに「安全衛生部会」を設立し、労働災害をゼロにすることを目
指し、全会員企業に向けて取り組みを発信していくこととなりました。近年は、労働災害防止
の取り組みだけでなく、多様化する労働者のメンタルヘルスや健康対策も企業が果たすべき役
割の一つとして注目されています。同部会での取り組みを、田邉倫明部会長（NOKサステナビ
リティ推進室 EHS部 安全健康課 シニアエキスパート）と、同部会の調査・研究ワーキンググルー
プ（WG）メンバーである神山嘉千さん（カヤバCSR・安全本部 安全・環境部シニアアドバイザー）
が紹介します。

安全衛⽣⼤会発表のテーマ⼀覧表（2010年度以降）
年度 部⼯会Aグループ 部⼯会Ｂグループ
2022 過去災害の再発原因調査と今後の発⽣防⽌ 安全教育におけるVRの有効活⽤について

2021 溶接作業における作業環境管理と改善調査〜溶接ヒュームに係る法改正の考察〜 管理監督者の安全管理に関する考察 〜⾃職場の安全をしっかり観るために〜

2020 構内委託・請負、納⼊・搬出業務の安全管理 ⽣産活動における職場の仲間としての外国⼈労働者の安全確保についての考察

2019 転落事故防⽌についての考察 熱中症発症低減に向けた考察

2018 災害情報を活かした安全活動 職場主体の安全衛⽣活動について

2017 ⾼年齢労働者の転倒災害の防⽌について ヒューマンエラーの考察および防⽌策の調査

2016 危険敢⾏性を抑⽌するための⽅策の検討 管理監督者の安全活動 不安全⾏動､状態の確認不⾜改善に向けた提⾔

2015 交通事故防⽌ 〜不安全⾏動の抑⽌・安全運転意識の向上〜 ⼯具類の取り扱いによる災害防⽌

2014 危険感受性を考える 労働災害防⽌に向けた安全衛⽣教育の⼀考察

2013 今、求められる安全衛⽣スタッフとは︖ ⾮定常作業の労働災害低減活動〜⾮定常作業安全管理要領づくり〜

2012 安全を⾃ら考え⾏動できる⼈づくり バートⅡ 守れるルールづくり 〜アンケートの実施結果〜

2011 安全を⾃ら考え⾏動できる⼈づくり 守れるルールづくり 〜ルールづくりモデルの⽴案〜

2010 リスクアセスメントによる安全管理向上に向けた事例研究 〜リスクとの付き合い⽅〜 守れるルールづくり 〜現状把握と課題抽出〜

部会立ち上げ以前は、安全衛生活動に特化した「安全衛生研究会」として活動していた

JAPIAの
活動

「安全衛生部
会」立ち上げ

の経緯と狙い

第13回
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し
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
会
員
の
中

に
は
本
業
で
競
合
す
る
企
業
同
士
も

多
く
、
情
報
の
共
有
が
難
し
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
ラ
イ
バ

ル
企
業
同
士
で
あ
っ
て
も
、
安
全
に

対
す
る
姿
勢
は
ど
の
会
社
も
同
じ
で

す
。
安
全
衛
生
に
関
し
て
は
、
垣
根

を
外
し
て
会
員
同
士
で
積
極
的
に
情

報
共
有
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
調
査
・
研
究
Ｗ
Ｇ
で
は「
安

全
教
育
に
お
け
る
Ｖ
Ｒ
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
行

い
、
会
員
企
業
や
異
業
種
で
の
Ｖ
Ｒ

活
用
の
有
効
事
例
を
共
有
し
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
を
使
う
こ
と
で
、
特
に
若
い
世

代
に
も
職
場
の
危
険
を
視
覚
的
に
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
安
全
教
育

の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
狙
い
が
あ
り

ま
す
。
Ｖ
Ｒ
技
術
は
成
長
途
上
に
あ

り
、
機
能
向
上
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も

年
々
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
の
厚

労
省
の
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画

で
「
安
全
衛
生
対
策
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

田
邉
部
会
長

　

自
動
車
産
業
の
労
務
関
係
は
、
日

本
経
営
者
連
盟
（
日
経
連
）
の
下
、

自
動
車
業
界
の
団
体
で
あ
る
自
動
車

産
業
経
営
者
連
盟
（
自
経
連
）
が
担

当
し
、
完
成
車
メ
ー
カ
ー
や
部
品

メ
ー
カ
ー
、
車
体
メ
ー
カ
ー
な
ど
が

加
盟
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
経
連
が
２
０
０
２
年
に
経

団
連
に
合
併
し
、
自
経
連
も
日
本
自

動
車
工
業
会
（
自
工
会
）
に
合
併
し

た
の
を
機
に
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
旧

自
経
連
に
加
盟
し
て
い
た
部
品
メ
ー

カ
ー
の
受
け
皿
と
し
て
「
人
事
労
務

研
究
会
」
を
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

全
体
の
活
動
と
は
切
り
離
し
て
、
旧

自
経
連
に
加
盟
し
て
い
た
26
社
で
活

動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
人
事
労
務
研
究
会
」
の
下
部
組

織
に
は
、
労
政
分
科
会
、
国
際
人
事

分
科
会
、
安
全
衛
生
分
科
会
、
調
査
・

研
究
Ｗ
Ｇ
、
健
康
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
勉
強
会
が
あ
り
、
個
別
テ
ー
マ
で

活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
22
年

度
に
は
、
労
政
分
科
会
と
国
際
人
事

分
科
会
の
活
動
を
本
部
の
人
財
・
労

務
部
会
に
移
管
し
、
安
全
衛
生
活
動

に
特
化
し
た
「
安
全
衛
生
研
究
会
」

と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
し
た

が
、
安
全
衛
生
活
動
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ

全
社
に
共
通
す
る
重
要
な
活
動
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
22
年
度
に
安
全
衛
生

研
究
会
を
解
散
し
、
23
年
度
よ
り
新

た
に
「
安
全
衛
生
部
会
」
を
設
立
し
、

全
会
員
企
業
を
対
象
に
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
衛
生
部
会
で
は
、
会
員
企
業

に
お
け
る
労
働
災
害
の
根
絶
や
従
業

員
の
身
体
的
、
精
神
的
健
康
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
工
場
見

学
会
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
意

見
交
換
や
好
事
例
の
共
有
機
会
を
積

極
的
に
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部

会
の
傘
下
に
は
、
安
全
衛
生
に
関
す

る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
調
査
・
研

究
を
行
う
「
調
査
・
研
究
Ｗ
Ｇ
」
と
、

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
（
保
健
師
・
看

護
師
）
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
、
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
活
動
水

準
の
向
上
を
図

る
「
健
康
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
勉
強

会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の

安
全
衛
生
活
動
に

参
加
し
て
い
る
中

で
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
「
安
全

衛
生
に
垣
根
な

「
安
全
衛
生
に
垣
根
な
し
」の

精
神
で
企
業
の
枠
を
超
え
て

労
災
対
策
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

改
善
活
動
な
ど
に
取
り
組
む

安全衛生部会の田邉部会長
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で
、
Ｖ
Ｒ
を
活
用
す
る
企
業
も
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

　

こ
れ
は
個
人
的
に
も
感
じ
る
の
で

す
が
、
最
近
は
日
常
生
活
の
中
で
も

危
険
な
状
況
が
極
力
排
除
さ
れ
て
い

て
（
と
て
も
良
い
こ
と
な
の
で
す

が
）、
一
方
で
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
や

Ｋ
Ｙ
（
危
険
予
知
）
と
い
っ
た
危
険

に
対
す
る
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
場

面
が
減
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
自
動
車
の
運
転
に
例
え
る
な
ら

ば
、
事
故
の
起
き
や
す
い
場
面
や
注

意
す
べ
き
点
を
認
識
す
る
こ
と
が
安

全
運
転
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る

と
、
現
場
で
も
災
害
が
起
き
や
す
い

場
面
や
注
意
す
べ
き
危
険
源
を
事
前

に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
、
労
災
を

防
ぐ
た
め
に
は
重
要
で
す
。

神
山
さ
ん

　

調
査
・
研
究
Ｗ
Ｇ
で
は
、
毎
年
複

数
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
安
全
衛
生
の

課
題
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
研
究
の
成
果
は
、
毎
年
秋
に
開

催
さ
れ
る
自
動
車
産
業
安
全
衛
生
大

会
（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
・
自
工
会
共
催
）

で
発
表
さ
れ
、
全
会
員
企
業
の
み
な

ら
ず
、
関
係
・
協
力
会
社
に
も
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
翌
年
の
全

国
産
業
安
全
衛
生
大
会
で
も
発
表
し

て
お
り
、
多
く
の
企
業
に
研
究
事
例

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
と
っ

さ
の
Ｋ
Ｙ
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
通
常
の
生
産
作
業
で
は
、
一

連
作
業
の
繰
り
返
し
作
業
で
、
危
険

源
が
明
確
に
な
っ
て
お
り
、
労
災
の

発
生
頻
度
は
低
い
で
す
が
、
機
械
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
る
復
帰
や
修
理
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
非
定
常
作
業
で
は
、

危
険
源
の
洗
い
出
し
が
十
分
で
な
く
、

労
災
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
の

で
す
。
そ
の
様
な
作
業
で
は
、
自
身

の
経
験
則
に
基
づ
い
て
早
く
進
め
よ

う
と
し
た
結
果
、
作
業
を
簡
略
化
し

て
、
と
っ
さ
に
手
が
出
て
し
ま
う
突

発
的
行
動
や
、
通
常
な
ら
理
解
し
て

い
る
は
ず
の
危
険
源
に
気
付
か
な

か
っ
た
こ
と
で
災
害
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
様
な
事
例
を
な
く
す
た
め
に
は
、

日
常
的
に
危
険
を
意
識
し
て
作
業
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
他
社
の
失

敗
事
例
や
好
事
例
に
つ
い
て
情
報
共

有
し
な
が
ら
根
本
的
な
原
因
と
対
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
化
学
物
質
の
自
主
管
理

の
法
改
正
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
法
令
対
応
に
つ
い
て
会
員

企
業
の
知
見
を
ま
と
め
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
う
の
も
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で

す
。２
０
２
１
年
度
は「
溶
接
ヒ
ュ
ー

ム
に
お
け
る
法
改
正
の
考
察
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
溶
接
の
際
に
発
生
す
る
ヒ
ュ
ー

ム
か
ら
作
業
者
を
保
護
す
る
た
め
の

法
改
正
で
す
が
、
作
業
場
の
改
善
ポ

イ
ン
ト
や
保
護
具
の
装
着
、
防
じ
ん

マ
ス
ク
が
適
切
に
装
着
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
フ
ィ
ッ
ト
テ
ス
ト
の

義
務
化
な
ど
、
法
律
の
内
容
を
正
し

く
理
解
し
、
ど
の
様
に
対
応
す
る
か

取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
当
時
、
そ

の
法
律
が
ど
う
い
う
内
容
で
、
具
体

的
に
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
事
業

者
に
よ
り
理
解
や
解
釈
の
違
い
が
あ

り
、
何
が
適
切
な
対
応
策
で
あ
る
か

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｗ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
で
各
社
の
作
業
環
境
や

対
応
状
況
を
調
査
し
て
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
の
提
言
を
ま
と
め
て
自

動
車
産
業
安
全
衛
生
大
会
の
ほ
か
、

全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
で
も
発
表

し
ま
し
た
。

　

製
造
工
程
は
、
会
員
各
社
の
中
で

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
自
社
が

持
た
な
い
知
見
を
得
ら
れ
る
機
会
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

自
動
車
製
造
業
以
外
の
異
業
種
（
鉄

道
や
化
学
メ
ー
カ
ー
、
電
機
メ
ー

調査・研究ＷＧメンバーの神山さん
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カ
ー
な
ど
）
へ
の
工
場
見
学
も
実
施

し
て
お
り
、
他
社
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

溶
接
ヒ
ュ
ー
ム
の
テ
ー
マ
で
は
溶

接
機
メ
ー
カ
ー
に
訪
問
し
、
法
改
正

に
対
し
て
違
っ
た
視
点
で
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
異
業
種
訪
問
を
通
じ
、

各
社
の
製
品
寿
命
に
対
す
る
考
え
が

異
な
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
視
点
で

の
モ
ノ
づ
く
り
な
ど
は
興
味
深
く
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

田
邉
部
会
長

　

従
業
員
の
精
神
面
の
ケ
ア
も
重
要

性
が
増
し
て
い
ま
す
。
健
康
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
勉
強
会
で
は
、
専
門
家

に
、
従
業
員
の
精
神
面
を
守
る
た
め

の
予
防
対
策
な
ど
を
指
導
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に

お
い
て
は
、
専
門
医
に
か
か
る
前

に
、
従
業
員
自
身
に
よ
る
「
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
」
や
、
管
理
監
督
者
に
よ

る
「
ラ
イ
ン
ケ
ア
」
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
の
不
調
に
い

ち
早
く
気
が
付
く
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
自
分
自
身
に
向

き
合
い
、
ま
た
周
囲
の
従
業

員
の
行
動
を
よ
く
観
察
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
各
社
の

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
、
専
門
職
と
し
て
ス

キ
ル
を
高
め
て
い
け
る
よ
う
、

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

神
山
さ
ん

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

労
働
者
の
多
様
化
（
年
齢
・

性
別
・
国
籍
な
ど
）
を
踏
ま
え
た
対

応
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
若

年
層
と
シ
ニ
ア
層
で
は
、
危
険
に
対

す
る
意
識
に
違
い
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。「
こ
こ
で
手
を
出
し
た
ら

ど
う
な
る
の
か
」
を
想
像
で
き
な
け

れ
ば
、
労
働
災
害
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
シ
ニ
ア
層
は
危
機
意
識
が

あ
っ
て
も
「
こ
れ
位
は
大
丈
夫
」
な

ど
の
省
略
行
動
や
身
体
的
な
衰
え
に

よ
り
、
転
倒
な
ど
不
意
の
事
故
に
遭

う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
今

は
外
国
人
の
社
員
も
増
え
て
お
り
、

日
本
式
の
モ
ノ
づ
く
り
や
安
全
意
識

の
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
の
難
し

さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
従
業

員
の
多
様
化
へ
の
対
応
の
必
要
性
は

増
し
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

田
邉
部
会
長

　

今
後
、
自
動
化
に
よ
り
、
機
械
の

本
質
安
全
化
が
進
め
ば
、
現
場
の
リ

ス
ク
が
減
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

た
だ
、
機
械
を
オ
ペ
レ
ー
ト
す
る
の

は
人
間
で
あ
り
、
多
様
化
を
考
慮
し

た
現
場
の
安
全
管
理
と
健
康
・
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
管
理
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
両
面
か
ら
従
業
員
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
製
造
業
の
使
命
で
す
。「
労
災
ゼ

ロ
」
は
、
わ
れ
わ
れ
会
員
企
業
の
永

遠
の
テ
ー
マ
で
す
。
今
後
も
部
会
を

通
じ
て
、
各
社
の
安
全
衛
生
管
理
レ

ベ
ル
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

VRの活用も模索している

第81回全国産業安全衛生大会（昨年10月開催）で
研究成果を発表
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資本金
従業員

拠 点
代表者

３億500万円
264人（市光工業からの
出向者を含む）
国内外に３拠点
中野 秀男 社長

自動車用ミラーの老舗
今夏には世界シェアで
トップを目指す

は
日
本
で
初
め
て
電
子
ミ
ラ
ー
を
量
産
化

し
た
が
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
基
盤
部
品
は

協
力
会
社
が
開
発
し
て
い
る
。
中
野
社
長

は
「
自
社
単
独
で
電
子
ミ
ラ
ー
を
開
発
か

ら
量
産
ま
で
で
き
る
会
社
は
日
本
に
は
な

い
。
当
社
が
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
入
る
こ
と
で
（
今

ま
で
協
力
会
社
に
依
頼
し
て
い
た
）
開
発

能
力
が
得
ら
れ
る
た
め
（
開
発
か
ら
量
産

ま
で
）
１
社
で
対
応
可
能
に
な
る
」
と
い

う
。
今
後
、
こ
の
強
み
を
生
か
し
て
自
動

運
転
車
な
ど
次
世
代
車
が
普
及
す
る
社
会

な
ど
の
ト
レ
ン
ド
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
日

本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
製
品
や
技
術
を

展
開
す
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
や
同
社
の
親

会
社
マ
ザ
ー
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
活
用
す
る
こ
と

で
、
部
材
調
達
に
お
け
る
地
政
学
リ
ス
ク

の
低
減
や
部
品
調
達
の
コ
ス
ト
削
減
も
期

待
す
る
。

　

今
後
の
日
本
市
場
に
お
け
る
事
業
展
開

に
つ
い
て
中
野
社
長
は
「
Ｓ
Ｍ
Ｒ
傘
下
に

お
い
て
、
積
極
的
に
取
引
先
へ
技
術
力
を

提
案
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

広
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、マ
ザ
ー
ソ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
製
品
に
関
し
て
も
取
引
先
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
場
合
は
同

様
に
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

世
界
初
の
電
動
格
納
ミ
ラ
ー
生
産
や

日
本
初
の
電
子
ミ
ラ
ー
量
産
に
成
功

　

美
里
工
業
（
み
さ
と
こ
う
ぎ
ょ
う
）
は
、

１
９
６
５
年
に
市
光
工
業
の
ミ
ラ
ー
製
造

所
と
し
て
フ
ェ
ン
ダ
ー
ミ
ラ
ー
の
生
産
を

開
始
し
、
78
年
に
法
人
化
し
た
。
84
年
に

は
世
界
で
初
め
て
電
動
格
納
ド
ア
ミ
ラ
ー

を
生
産
す
る
な
ど
、
自
動
車
用
ミ
ラ
ー
で

高
い
実
績
を
誇
る
。
取
引
先
は
国
内
の
主

要
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
商
用
車
メ
ー

カ
ー
で
、
ド
ア
ミ
ラ
ー
や
イ
ン
サ
イ
ド
ミ

ラ
ー
、
商
用
車
用
メ
イ
ン
ミ
ラ
ー
な
ど
を

供
給
し
て
い
る
。

　

現
在
、
同
社
は
市
光
工
業
の
傘
下
だ
が
、

８
月
に
自
動
車
用
ミ
ラ
ー
を
手
掛
け
る
英

国
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
ミ
ラ
ー

Ｕ
Ｋ
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
が
全
株
式
を
取
得
す
る

予
定
だ
。
中
野
社
長
は
「
現
在
、
ミ
ラ
ー

領
域
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア
は
Ｓ
Ｍ
Ｒ

が
２
番
手
だ
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
が
当
社
を
買
収

す
る
こ
と
で
シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
が
狙
え
る
」

と
い
う
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
傘
下
と
な
る
美
里
工

業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
自
動
車
用
ミ
ラ
ー

を
展
開
し
て
き
た
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
新
製
品
の
開
発
や

生
産
な
ど
に
生
か
し
、
日
本
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
に
売
り
込
み
た
い
考
え
が
あ
る
。

　

特
に
電
子
ミ
ラ
ー
の
開
発
や
量
産
で
Ｓ

Ｍ
Ｒ
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。
美
里
工
業

美里工業
会員企業ファイル�

本社
群馬県藤岡市藤岡1360

我が社
の逸品

商用車用ミラー
乗用車用ミラー

本社
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資本金
従業員

拠 点
代表者

207億481万円
２万248人（グループ従業
員数 2022年12月末時点）
国内２、海外21
代表取締役社長COO
谷口 真一

小型直流モーターの
リーディングカンパニー

シ
ン
プ
ル
な
構
造
の
バ
ル
ブ
を
複
数
用
い

て
冷
却
水
の
流
路
を
切
り
替
え
る
「
分
散

型
」
と
、
高
機
能
な
バ
ル
ブ
一
つ
で
複
数

の
流
路
の
切
り
替
え
が
可
能
な「
統
合
型
」

の
２
方
式
で
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
て
提

案
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
モ
ー

タ
ー
単
体
で
の
提
供
が
中
心
だ
っ
た
が
、

近
年
で
は
顧
客
か
ら
モ
ー
タ
ー
の
周
辺
部

分
を
含
む
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
提
供
依
頼
も
増

え
て
き
た
。
そ
れ
に
応
え
る
形
で
、
周
辺

機
器
や
シ
ス
テ
ム
と
一
体
化
し
て
提
供
し
、

付
加
価
値
を
高
め
る
考
え
だ
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
無
人
搬
送
車
（
Ａ
Ｇ

Ｖ
）
や
自
律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
）

用
モ
ー
タ
ー
の
拡
販
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
同
社
の
移
動
体
用
ブ
ラ
シ
レ
ス
モ
ー

タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
高
精
度
な
位
置
情
報

を
把
握
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
低
速
域
で

の
安
定
性
に
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
。
Ａ

Ｇ
Ｖ
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど
は
、
生
産
現
場
や
日

常
生
活
に
お
け
る
省
人
化
に
よ
り
、
今
後

引
き
合
い
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

同
社
も
成
長
事
業
の
一
つ
と
位
置
付
け
る
。

　

Ｅ
Ｖ
化
や
自
動
化
を
追
い
風
に
、
今
後

も
経
営
理
念
「
国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
そ

の
継
続
的
拡
大
」
の
下
、
既
存
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
枠
を
超
え
て
、
新
し
い
領
域
に
挑

戦
し
て
い
く
構
え
だ
。

玩
具
・
模
型
用
モ
ー
タ
ー
が
祖
業

自
動
車
領
域
に
も
広
範
囲
に
進
出

　

マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
は
、
玩
具
・
模
型
用

モ
ー
タ
ー
を
祖
業
と
す
る
。「
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
に
平
等
に
玩
具
が
行
き
わ
た

る
よ
う
に
」
と
、
創
業
者
・
馬
渕
健
一
氏

は
高
性
能
か
つ
安
価
な
モ
ー
タ
ー
に
こ
だ

わ
り
続
け
た
。
事
業
を
自
動
車
や
家
電
な

ど
、
ほ
か
の
領
域
に
広
げ
た
今
も
、
品
質

と
コ
ス
ト
の
両
立
が
強
み
だ
。

　

主
に
小
型
直
流
モ
ー
タ
ー
の
開
発
、
生

産
、
販
売
を
手
掛
け
る
。
医
療
や
産
業
機

器
向
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
供
給

し
て
い
る
が
、
販
売
金
額
の
７
割
以
上
を

車
載
向
け
が
占
め
、
ド
ア
ミ
ラ
ー
や
ド
ア

ロ
ッ
ク
、
パ
ワ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
な
ど
多
く

の
用
途
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
３

年
３
月
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
の

マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
オ
ー
ケ
ン
が
グ
ル
ー
プ

に
加
わ
り
、
ラ
ン
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
カ
メ

ラ
ク
リ
ー
ナ
ー
用
ポ
ン
プ
な
ど
で
の
提
案

の
幅
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

自
動
車
領
域
で
注
力
し
て
い
る
の
は
、

Ｅ
Ｖ
に
搭
載
す
る
駆
動
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の

サ
ー
マ
ル
（
熱
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
向
け
バ

ル
ブ
用
モ
ー
タ
ー
だ
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
性

能
や
寿
命
を
保
つ
た
め
、
き
め
細
か
い
温

度
管
理
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
同
社

は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
水
冷
機
構
向
け
に
、

本社
千葉県松戸市松飛台430
URL
https://www.mabuchi-motor.co.jp

我が社
の逸品

需要の伸長が見込まれる移動体用ブラシレスモーター
ユニットバルブ用モーター「RS-4F5WA」。

EVの熱マネジメント冷却用バルブにも使用される

本社

マブチモーター

会員企業ファイル�
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※�メーターやカーナビゲーション、オーディオといった
インフォテインメント機器の制御システム

資本金
従業員

拠 点
代表者

1千万円
180人（日本法人 2022
年12月時点）
東京、名古屋、大阪
クォン・オヒョン シニ
アヴァイスプレジデント
&プレジデント,クアルコ
ム アジアパシフィック

メ
ン
ト
）※
に
領
域
を
拡
大
し
た
。
そ
し
て

現
在
、
注
力
し
て
い
る
分
野
が
自
動
運
転

／
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）

と
、
ク
ラ
ウ
ド
と
常
時
接
続
す
る
自
動
車

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
、
こ
れ
ら
の
分
野

に
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　

ク
ア
ル
コ
ム
が
日
本
に
進
出
し
た
の
は
、

Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
方
式
の
携
帯
電
話
が
普
及
し
始

め
た
１
９
９
８
年
４
月
で
、
そ
の
後
規
模

拡
大
の
た
め
２
０
１
８
年
９
月
に
合
同
会

社
へ
組
織
改
編
し
た
。
現
在
、
大
阪
と
名

古
屋
に
拠
点
を
展
開
。
日
本
法
人
の
従
業

員
は
１
８
０
人
だ
が
、
こ
の
う
ち
の
半
数

以
上
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
「
顧
客
に
寄
り

添
っ
て
迅
速
、
適
切
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体

制
」（
中
山
泰
方
副
社
長
）
を
整
え
て
い
る
。

　

自
動
車
産
業
が
発
展
し
て
い
る
日
本
の

現
地
法
人
は
、
車
載
向
け
事
業
を
リ
ー
ド

す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
。
松
井
俊
也
車

載
事
業
本
部
長
は
「
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
と
Ａ

Ｄ
Ａ
Ｓ
向
け
で
強
み
を
持
つ
（
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
）
ハ
イ
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
低
消
費
電
力
を
両
立

す
る
チ
ッ
プ
を
提
供
す
る
」
と
意
気
込
む
。

　

今
後
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
会
員
で
あ
る
部

品
メ
ー
カ
ー
と
「
次
世
代
車
向
け
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
議
論
す
る
」（
松

井
本
部
長
）
こ
と
に
期
待
す
る
。

２
０
１
８
年
に
日
本
法
人
を
改
編

車
載
向
け
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す

　

ク
ア
ル
コ
ム
は
、
携
帯
電
話
の
通
信
プ

ロ
ト
コ
ル
の
一
種
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
方
式

の
チ
ッ
プ
を
設
計
す
る
フ
ァ
ブ
レ
ス
半
導

体
企
業
と
し
て
、
１
９
８
５
年
７
月
に
創

業
、
本
社
は
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
あ
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
方
式
の

携
帯
電
話
向
け
チ
ッ
プ
市
場
を
ほ
ぼ
独
占
、

こ
の
チ
ッ
プ
ビ
ジ
ネ
ス
と
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ

ジ
ネ
ス
で
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
通
信
向

け
チ
ッ
プ
で
高
い
シ
ェ
ア
を
保
ち
つ
つ
、

自
動
車
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）、ロ
ボ
ッ
ト
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

な
ど
へ
向
け
た
半
導
体
に
領
域
を
拡
大
し

て
き
た
。

　

年
間
５
億
８
千
万
個
の
チ
ッ
プ
を
出
荷

し
、
売
上
高
は
６
兆
円
規
模
。
昨
年
９
月

時
点
の
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
従
業
員
数
５
万

人
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
成
長
す
る
た
め
、

毎
年
売
上
高
の
20
～
30
％
を
研
究
開
発
に

充
て
て
お
り
、
通
信
関
係
の
特
許
だ
け
で

14
万
件
超
の
特
許
を
保
有
す
る
。

　

ク
ア
ル
コ
ム
が
成
長
領
域
に
掲
げ
て
い

る
の
が
自
動
車
分
野
だ
。
テ
レ
マ
テ
ィ
ク

ス
用
車
載
通
信
機
向
け
半
導
体
で
車
載
市

場
に
参
入
し
、
そ
の
後
、
車
内
イ
ン
フ
ォ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｉ
Ｖ
Ｉ

（
イ
ン
・
ビ
ー
ク
ル
・
イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン

本社
東京都港区南青山1-1-1
新青山ビル西館18F
URL
https://www.qualcomm.com

移動体通信、
半導体分野の世界的企業

クアルコムジャパン

会員企業ファイル�
米国本社

（カリフォルニア州サンディエゴ）

我が社
の逸品

自動運転やADASなど自動車分野にも力を入れる最新のモバイルSoC「Snapdragon 8 Gen 2」

中山 泰方 副社長
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資本金
従業員
拠 点
代表者

15億円（グループ全体）
1,700人（グループ全体）
国内４、海外10
代表取締役社長
三枝 弘典

車載用ハーネスの細径化、
軽量化で省資源化にも貢献

ハ
ー
ネ
ス
の
細
径
化
・
軽
量
化
に
つ
な
が

る
「
繊
維
銅
電
線
」
と
、
そ
れ
を
圧
着
す

る
「
バ
ル
ー
ン
バ
レ
ル
」
の
開
発
だ
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
進
展
で
ハ
ー
ネ
ス
の
搭

載
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
軽
量
化
が
課
題
に

な
る
と
考
え
、
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
た
」

と
、
三
枝
社
長
は
語
る
。
信
号
線
用
途
で

は
、
現
行
の
銅
線
よ
り
細
い
も
の
を
使
用

し
て
も
電
気
的
に
は
問
題
な
い
と
言
う
が
、

銅
線
を
そ
の
ま
ま
細
く
す
る
と
強
度
が
不

足
す
る
た
め
、
同
社
は
樹
脂
系
の
繊
維
を

組
み
合
わ
せ
た
「
繊
維
銅
電
線
」
に
よ
り
、

強
度
を
保
っ
た
上
で
細
径
化
・
軽
量
化
を

実
現
し
た
。
さ
ら
に
、
通
常
の
端
末
処
理

で
は
細
い
繊
維
銅
電
線
の
圧
着
時
に
芯
線

が
破
断
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

バ
レ
ル
先
端
に
空
隙
（
バ
ル
ー
ン
）
を
設

け
て
衝
撃
を
吸
収
す
る
バ
ル
ー
ン
バ
レ
ル

を
開
発
、
優
れ
た
接
合
性
を
確
保
し
た
。

バ
ル
ー
ン
バ
レ
ル
は
日
本
や
中
国
、
欧
米

で
特
許
取
得
済
み
だ
。

　

あ
る
車
種
の
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
パ
ネ

ル
の
信
号
線
を
繊
維
銅
電
線
に
付
け
替
え

た
と
こ
ろ
、
パ
ネ
ル
全
体
の
重
量
が
約
４

割
減
に
な
っ
た
と
い
う
。「
生
産
コ
ス
ト
も

従
来
と
比
較
し
て
そ
こ
ま
で
高
く
は
な
ら

ず
、
銅
の
使
用
量
も
少
な
く
済
む
」（
同
）。

E
Ｖ
の
軽
量
化
に
も
貢
献
す
る
、
独
自
の

ハ
ー
ネ
ス
技
術
の
採
用
に
注
力
す
る
。

ハ
ー
ネ
ス
事
業
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
を
中
心
に

Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
の
外
販
も
展
開

　

三
幸
電
機
（
さ
ん
こ
う
で
ん
き
）
は

１
９
５
１
年
、
名
古
屋
市
に
電
設
資
材
卸

販
売
業
の
三
幸
電
機
商
会
を
設
立
し
た
こ

と
に
始
ま
っ
た
。

　

現
在
は「
ハ
ー
ネ
ス
事
業
」と
し
て
酸
素

セ
ン
サ
ー
用
な
ど
、
車
載
向
け
を
中
心
に

幅
広
く
ハ
ー
ネ
ス
の
製
造
を
手
掛
け
る
ほ

か
、「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
」
と
し
て
自
動
車
や

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
工
場
な
ど
で
使
用
す

る
電
子
機
器
の
基
板
組
立
品
な
ど
を
生
産

し
、
取
引
先
に
供
給
す
る
。
両
者
の
売
上
比

率
は
同
程
度
で
、
近
年
は
社
内
で
開
発
し

た
現
場
管
理
ツ
ー
ル
「
３
＋
（
サ
ン
プ
ラ

ス
）」
の
外
販
や
、
受
託
設
計
に
と
ど
ま
ら

ず
商
品
企
画
を
行
う
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
＋
（
プ
ラ

ス
）
事
業
」
な
ど
、新
領
域
に
も
挑
戦
す
る
。

　

労
働
集
約
型
の
ハ
ー
ネ
ス
事
業
は
、
東

南
ア
ジ
ア
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
海
外
拠
点
で

の
生
産
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

国
内
の
生
産
拠
点
は
関
連
会
社
の
デ
ル
タ

プ
ラ
ス
（
三
重
県
東
員
町
）
で
、
工
程
設

計
や
作
業
者
教
育
な
ど
「
マ
ザ
ー
工
場
」

と
し
て
の
役
割
も
担
う
。

　

自
動
車
業
界
で
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
、
自
動
運
転
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、

電
動
化
）
へ
の
対
応
が
進
む
中
、
同
社
が

約
６
年
前
に
取
り
掛
か
っ
た
の
が
車
載
用

本社
名古屋市熱田区玉の井町7-23
URL
https://www.sanko-grp.co.jp

三幸電機

会員企業ファイル�

我が社
の逸品

繊維銅電線をバルーンバレル端子で
圧着した断面従来品の銅電線（左）と

開発品の繊維銅電線によるハーネス

三重工場
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日
野
自
動
車
と
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
は
、
経
営
統
合
に
向
け
て
基

本
合
意
し
た
。
両
社
の
親
会
社
で
あ
る

ト
ヨ
タ
自
動
車
と
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
ト

ラ
ッ
ク
が
持
ち
株
会
社
を
新
設
し
、
２

社
を
傘
下
に
入
れ
る
。
持
ち
株
会
社
は

日
本
で
の
上
場
を
予
定
す
る
。
開
発
や

調
達
、
生
産
領
域
で
協
業
す
る
と
と
も

に
、
ト
ヨ
タ
と
ダ
イ
ム
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク

は
水
素
を
は
じ
め
と
す
る
商
用
車
向
け

の
次
世
代
技
術
開
発
で
も
協
業
す
る
。

２
０
２
４
年
末
ま
で
の
統
合
完
了
を
目

指
す
。

　

持
ち
株
会
社
の
出
資
比
率
は
、
ト
ヨ

タ
と
ダ
イ
ム
ラ
ー
ト
ラ
ッ
ク
と
で
同
じ

割
合
に
す
る
予
定
。
具
体
的
な
出
資
比

率
や
協
業
内
容
は
４
社
で
検
討
す
る
。

持
ち
株
会
社
は
、
東
京
証
券
取
引
所
と

名
古
屋
証
券
取
引
所
へ
の
上
場
を
予
定

NEWS
1

日
野
と
三
菱
ふ
そ
う
、

経
営
統
合
に
基
本
合
意

模
を
目
指
す
。
導
入
地
域
が
順
調
に
増

え
る
背
景
に
は
、
地
域
公
共
交
通
機
関

へ
の
配
慮
や
地
元
の
自
治
体
や
経
済
界

と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
地
元
有
力
企

業
が
多
い
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
系
販
売
会

社
の
参
画
や
協
力
な
ど
が
あ
る
。

　

チ
ョ
イ
ソ
コ
は
、
既
存
の
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
輸
送
が
困
難
な

過
疎
地
な
ど
に
お
い
て
一
定
要
件
下
で

認
め
ら
れ
る
国
の
「
自
家
用
有
償
旅
客

運
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
枠
組
み
で
運
行
す

る
。
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る
薬
局
や
病

院
、
小
売
店
な
ど
か
ら
協
賛
金
を
募
り
、

運
賃
や
補
助
金
な
ど
に
頼
ら
な
い
工
夫

を
し
て
い
る
。

　

会
員
登
録
し
た
利
用
者
に
よ
る
予
約

情
報
に
基
づ
き
、
最
適
な
乗
り
合
わ
せ

パ
タ
ー
ン
や
走
行
経
路
を
算
出
し
、
車

両
を
走
ら
せ
る
。
既
存
の
公
共
交
通
と

の
接
続
に
配
慮
し
た
運
行
計
画
を
立
て

〝
共
存
共
栄
〟
も
図
る
。
こ
の
た
め
、

タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
会
社
が
運
行
を
手
が

け
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

日
産
自
動
車
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

（
供
給
網
）の
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
に
乗
り
出
す
。
部
品

ご
と
に
調
達
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
１
に
在
庫
の
分
散
や
、
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
２

か
ら
調
達
し
て
い
る
部
品
の
ダ
ブ
ル

ソ
ー
シ
ン
グ（
２
社
調
達
）を
要
請
す
る
。

調
達
リ
ス
ク
に
対
処
す
る
新
た
な
取
り

組
み
を
新
型
車
向
け
の
部
品
か
ら
導
入

す
る
と
と
も
に
、
量
産
中
の
部
品
も
調
達

先
を
広
げ
る
な
ど
し
、
調
達
リ
ス
ク
を
下

げ
る
。
災
害
や
疫
病
、
紛
争
な
ど
の
リ
ス

ク
が
顕
在
化
し
て
も
生
産
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
、
機
会
損
失
を
減
ら
す
。

　

従
来
は
製
造
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
、

NEWS
3

日
産
、
部
品
供
給
網
の

強
化
へ
調
達
先
を
拡
大

NEWS  TOP 5 3〜5.2023

 掲載記事の詳細は
　　 「日刊自動車新聞電子版

（http://www.netdenjd.com/）」
（月額3,500円）でご覧いただけます。
【購読の申し込み、お問い合わせ】
TEL:03-5777-2318
Eメール:hanbai@njd.jp

し
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
日
野
は
、
ト

ヨ
タ
の
連
結
子
会
社
か
ら
外
れ
る
見
通

し
。
日
野
と
三
菱
ふ
そ
う
の
各
ブ
ラ
ン

ド
は
維
持
す
る
。

　

ア
イ
シ
ン
が
２
０
１
８
年
に
始
め
た

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ

イ
ソ
コ
」
の
導
入
地
域
が
増
え
て
い
る
。

現
在
は
全
国
の
50
地
域
で
約
１
３
０
台

の
車
両
が
稼
働
す
る
が
、
同
社
は
23
年

度
中
に
１
０
０
地
域
ま
で
増
や
し
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
で
は
国
内
最
大
の
規

NEWS
2 

ア
イ
シ
ン「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」

導
入
地
域
が
増
加
中

2023年度中に全国100
地域まで増やす計画

両社対等な立場で経営統合

調達リスクの軽減は急務
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部
品
生
産
を
集
中
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
半
導
体
不
足
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な
ど
で
完
成
車
の

生
産
調
整
に
追
い
込
ま
れ
た
経
験
を
踏

ま
え
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
在
り
方

を
見
直
す
。

　

ま
ず
は
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
と
と
も
に
調
達

リ
ス
ク
を
下
げ
る
取
り
組
み
を
本
格
化
。

他
社
に
代
替
で
き
な
い
重
要
な
部
品
を

集
中
生
産
し
て
い
る
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
に
は
、

在
庫
を
分
散
し
て
持
つ
こ
と
や
在
庫
量

の
積
み
増
し
を
求
め
る
。
次
い
で
生
産

拠
点
も
異
な
る
国
・
地
域
に
分
散
さ
せ

る
よ
う
求
め
て
い
く
。

　

経
済
産
業
省
は
、
経
済
安
全
保
障
推

進
法
で
「
特
定
重
要
物
資
」
に
指
定
し

NEWS
4

経
産
省
、
蓄
電
池
の
供
給

体
制
強
化
へ
助
成
金

た
蓄
電
池
の
供
給
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
最
大
１
８
４
６
億
円
を
補
助
す
る

と
発
表
し
た
。
ホ
ン
ダ
と
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ

は
助
成
金
の
一
部
を
活
用
し
、
総
額

４
３
４
１
億
円
を
投
じ
て
最
大
20
ギ
ガ

ワ
ッ
ト
時
の
電
池
工
場
を
２
０
２
７
年

に
新
設
す
る
と
発
表
し
た
。
官
民
で
車

載
電
池
の
産
業
競
争
力
を
高
め
る
。

　

経
産
省
は
、
車
載
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
や
正
極
材
な
ど
電
池
用
部
素
材

の
設
備
投
資
や
生
産
技
術
の
開
発
な
ど

８
事
業
に
助
成
金
を
支
給
す
る
。
事
業

総
額
は
約
５
０
６
２
億
円
。
設
備
投
資

は
総
額
の
３
分
の
１
、
技
術
開
発
は
半

分
を
補
助
す
る
。

　

国
が
１
千
億
円
超
の
助
成
額
を
投
じ

る
の
が
ホ
ン
ダ
と
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
が
新
設

す
る
電
池
工
場
。
両
社
は
23
年
１
月
、

高
性
能
電
池
や
生
産
技
術
を
開
発
す
る

合
弁
会
社
を
年
内
に
設
立
す
る
と
発
表
。

27
年
４
月
に
新
た
な
電
池
工
場
を
稼
働

さ
せ
る
。
生
産
能
力
は
段
階
的
に
増
や

し
、
30
年
４
月
ま
で
に
年
間
20
ギ
ガ

ワ
ッ
ト
時
に
引
き
上
げ
る
。

　

総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
が
自
動
車
関
連

NEWS
5

総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
各
社

自
動
車
関
連
事
業
を
見
直
し

事
業
の
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
三

菱
電
機
は
不
振
の
自
動
車
機
器
事
業
を

分
社
化
し
、
将
来
の
売
却
も
視
野
に
入

れ
る
。
日
立
製
作
所
は
自
動
車
部
品
を

手
掛
け
る
連
結
子
会
社
、
日
立
ア
ス
テ

モ
の
出
資
比
率
を
引
き
下
げ
て
関
与
を

薄
め
る
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
は
、
事
業
拡
大
が
見

込
ま
れ
る
車
載
用
電
池
関
連
へ
の
投
資

に
重
点
を
置
く
。
背
景
に
あ
る
の
が
Ｅ

Ｖ
シ
フ
ト
に
伴
う
産
業
構
造
の
変
化
だ
。

電
機
大
手
の
経
営
判
断
が
業
界
再
編
の

呼
び
水
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

三
菱
電
機
の
２
０
２
３
年
３
月
期
の

自
動
車
機
器
事
業
の
営
業
損
益
は

４
６
２
億
円
の
赤
字
で
、
前
期
か
ら
赤

字
幅
が
拡
大
し
た
。
誤
算
は
主
な
取
引

先
で
あ
る
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
の
遅
れ
だ
。
成
長
を
見
込

ん
で
い
た
Ｅ
Ｖ
向
け
駆
動
用
モ
ー
タ
ー

関
連
部
品
の
出
荷
も
低
調
で
、
想
定
し

て
い
る
だ
け
の
規
模
に
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
電
動
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
、
電
動
車

時
代
に
も
強
み
を
生
か
せ
る
分
野
は
コ

ス
ト
削
減
と
効
率
化
で
競
争
力
を
強
化

す
る
。
成
長
を
見
込
む
電
動
車
や
先
進

運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
）
関

連
で
は
、
外
部
企
業
と
も
組
ん
で
事
業

かわら版 NEWS  TOP 5
「日刊自動車新聞」に掲載された
自動車業界ニュース（2023年3～5
月）の中から、 注目記事をピック
アップ。明日のクルマ社会のヒント
はココにある！

パナソニックは車載電池関連への投資に重点

拡
大
を
目
指
す
。

　

日
立
ア
ス
テ
モ
は
、
資
本
構
成
を
９

月
に
変
更
す
る
。
現
在
は
日
立
が
66
・

６
％
、
ホ
ン
ダ
が
33
・
４
％
を
出
資
す

る
が
、
日
立
と
ホ
ン
ダ
が
40
％
ず
つ
を

出
資
し
、
残
り
の
20
％
を
投
資
フ
ァ
ン

ド
が
保
有
し
て
将
来
の
株
式
公
開
を
目

指
す
。
40
年
ま
で
に
内
燃
機
関
か
ら
撤

退
し
て
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ（
燃
料
電
池
車
）

に
事
業
の
重
点
を
移
す
ホ
ン
ダ
と
の
関

係
を
強
化
し
て
、
Ｅ
Ｖ
向
け
部
品
事
業

を
拡
大
す
る
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｈ
Ｄ
は
Ｅ
Ｖ
市
場
の

拡
大
を
見
込
ん
で
、
車
載
用
電
池
関
連

事
業
や
車
載
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
、

次
世
代
車
を
想
定
し
た
分
野
へ
の
投
資

に
重
点
を
置
く
。
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自 動 車 と は 何 か
～学生短信～

東京大学フォーミュラファクトリー

自動車技術会が、モノづくり人材の育成を目的
に毎年開催している「学生フォーミュラ日本大
会」への出場チームに焦点を当て、今の学生が
考える「自動車」「自動車業界」について考察
する。今回は「東京大学フォーミュラファクト
リー（UTFF）」チームでリーダーを務める本
澤悠介さん（東大理科Ⅰ類２年）に、製作状況
や自動車業界への期待感を聞いた（敬称略）。

Ｑ　
チ
ー
ム
入
り
ま
で
の
経
緯
は

本
澤　
私
は
将
来
、
ロ
ケ
ッ
ト
に
関

わ
る
仕
事
が
し
た
く
て
東
大
に
入
学

し
ま
し
た
。
ク
ル
マ
の
レ
ー
ス
に
あ

ま
り
興
味
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

昔
か
ら
ト
ミ
カ
は
大
好
き
で
、
友
人

か
ら
「
も
し
自
分
が
東
大
に
入
学
し

て
い
た
ら
、
こ
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て

い
た
」
と
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
を
紹
介
さ
れ
た

時
、
当
時
の
懐
か
し
い
思
い
出
が
よ

み
が
え
り
、
参
加
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

Ｑ　
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
に
つ
い
て
教
え
て
く

チ
ー
ム
は
ガ
ソ
リ
ン
車
部
門
で

ス
タ
ー
ト
す
る
も

現
在
は
Ｅ
Ｖ
へ
シ
フ
ト

授業の
一環として活動。
実際のクルマづくりに
近い環境を
体験できることが魅力

第 3 回

昨年の学生フォーミュラは全種目で完走

東京大学フォーミュラファクトリー
ホームページ  https://utff.com

Twitter   https://twitter.com/utff
問い合わせ先  info@utff.com

UTFF
ホームページ

UTFF
公式Twitter

将来EV開発に携わりたいと考えるメンバーも多い
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だ
さ
い

本
澤　
Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
は
授
業
の
一
環
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
要
メ
ン

バ
ー
は
30
人
ほ
ど
で
、
９
割
が
工
学

部
の
学
生
で
す
。
２
０
０
９
年
に
は

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
日
本
大
会
で
１

位
に
な
っ
た
実
績
も
あ
り
、
昨
年
度

は
全
種
目
で
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

Ｑ　

Ｕ
Ｔ
Ｆ
Ｆ
は
今
年
の
学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
Ｅ
Ｖ
部
門
で
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
ね

本
澤　
ガ
ソ
リ
ン
車
部
門
で
は
約
20

年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
21

年
ご
ろ
に
Ｅ
Ｖ
を
開
発
す
る
メ
ン

バ
ー
も
出
て
き

て
、
ガ
ソ
リ
ン

車
と
並
行
し
て

取
り
組
む
時
期

が
続
き
ま
し
た
。

今
後
の
方
向
性

を
考
え
た
時
、

電
動
化
の
潮
流

を
踏
ま
え
る
と

Ｅ
Ｖ
に
絞
っ
た

方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
と
話

し
合
い
、
今
は
Ｅ
Ｖ
一
本
で
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
Ｅ
Ｖ
づ
く
り
で
大
変
な
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す
か

本
澤　
フ
レ
ー
ム
や
車
体
は
ガ
ソ
リ

ン
車
で
の
蓄
積
が
生
か
せ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
電
気
系
統
は
経
験
も
モ
ノ
も

人
材
も
ゼ
ロ
で
苦
戦
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
回
路
図
が
な
い
。
あ
っ
た
と
し

て
も
、
自
分
た
ち
で
作
れ
る
よ
う
な

モ
ノ
で
は
な
く
、
先
輩
に
回
路
に
つ

い
て
基
礎
を
教
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ま
し
た
。
先
輩
の
助
言
を
参
考
に

私
自
身
が
回
路
を
製
作
し
、
動
く
か

試
験
を
し
た
上
で
基
盤
に
ハ
ン
ダ
付

け
す
る
の
で
す
が
、
最
初
の
こ
ろ
は

失
敗
も
多
く
、
う
ま
く
い
く
ま
で
こ

の
流
れ
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
す

が
、
気
が
付
い
た
ら
メ
ン
バ
ー
の
み

ん
な
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て

い
て
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。

Ｑ　
車
両
製
作
も
大
詰
め
を
迎
え
て

い
ま
す
。
マ
シ
ン
の
特
徴
を
教
え
て

く
だ
さ
い

本
澤　
電
気
系
に
集
中
で
き
る
よ
う
、

フ
レ
ー
ム
は
で
き
る
限
り
シ
ン
プ
ル

に
し
て
い
ま
す
。
角
パ
イ
プ
を
用
い

る
こ
と
で
、
溶
接
も
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
あ
と
、
２
モ
ー
タ
ー
式
を

採
用
し
て
い
る
の
も
こ
だ
わ
り
の
一

つ
で
す
。
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
た
ち
は
イ
ン

ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ
ー
で
の
出
場
を
目

指
し
て
い
て
「
わ
れ
わ
れ
も
い
ず
れ

は
」
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
さ

す
が
に
１
年
目
だ
と
難
し
く
、
ま
ず

は
２
モ
ー
タ
ー
か
ら
始
め
ま
し
た
。

Ｑ　
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
向
け
た

今
後
の
課
題
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か

本
澤　
Ｅ
Ｖ
は
車
検
を
ク
リ
ア
す
る

の
が
す
ご
く
難
し
い
で
す
。
順
位
を

競
う
な
ら
、
で
き
る
だ
け
大
き
な
電

池
を
積
み
た
い
の
で
す
が
、
そ
う
す

る
と
流
れ
る
電
流
も
大
き
く
な
っ
て
、

安
全
性
に
支
障
を
来
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
バ
ラ
ン
ス

に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
ね
。
ま
た
、

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
は
、
卒
業
生
や

企
業
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
も
多
い
で
す
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

戴
し
た
際
に
「
納
期
と
コ
ス
ト
を
守

る
こ
と
も
大
事
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
実
際
の
ク
ル

マ
作
り
に
近
い
環
境
を
体
験
で
き
る

の
も
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
な
ら
で
は

だ
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ　
今
の
自
動
車
業
界
の
印
象
を
教

え
て
く
だ
さ
い

本
澤　
今
回
、
自
分
自
身
が
Ｅ
Ｖ
づ

く
り
に
携
わ
っ
た
経
験
も
あ
る
の
で

す
が
、
日
本
は
他
国
と
比
べ
て
電
気

系
が
弱
い
印
象
を
受
け
ま
す
。
技
術

者
も
少
な
く
、
Ｅ
Ｖ
で
少
し
出
遅
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
生

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
参
加
す
る
学
生
は
、

将
来
Ｅ
Ｖ
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と

い
う
人
も
多
い
で
す
。
な
の
で
、
日

本
の
未
来
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
企
業
の
方

か
ら
も
っ
と
学
べ
る
機
会
が
あ
る
と

う
れ
し
い
で
す
ね
。

Student Brief

製作中のマシン

リーダーの本澤悠介さん
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ゼット・エフ・ジャパン株式会社
代表取締役社長：多田 直純
本社：横浜市中区山下町209 帝蚕関内ビル

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は

次
世
代
製
品
の
開
発
基
盤

日
本
で
は
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
を

中
心
に
サ
ポ
ー
ト

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
サ
ス

ペ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
ザ
ッ
ク

ス
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
Ｚ
Ｆ
は
、

戦
前
か
ら
レ
ー
ス
に
参
戦
し
、
今

も
サ
ー
キ
ッ
ト
で
技
術
を
磨
い
て

い
る
。
国
内
で
は
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ

の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

と
し
て
２
０
１
４
年
か
ら
Ｇ
Ｔ

５
０
０
ク
ラ
ス
の
全
マ
シ
ン
に
ク

ラ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
を
供
給
し
て
い

る
。
一
方
、
近
年
は
電
動
化
製
品

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｖ
レ
ー

ス
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｅ
へ
の
部
品

供
給
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
量
産

製
品
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ

て
、
競
技
そ
の
も
の
と
モ
ビ
リ

テ
ィ
社
会
の
両
面
を
持
続
可
能
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

１
８
９
５
年
に
ド
イ
ツ
で
ボ
ー

ル
ベ
ア
リ
ン
グ
や
ハ
ブ
部
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
創
業
し
た
同
社
は
、

戦
前
か
ら
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ

の
レ
ー
ス
チ
ー
ム
な
ど
に
部
品
を

戦
前
か
ら
レ
ー
ス
活
動
を

行
い
、
技
術
力
を
高
め
る

モーター
スポーツの力

第17回

ゼット・エフ・ジャパン

供
給
。
１
９
１
４
年
に
は
Ｆ
１
の

前
身
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
レ
ー
ス

で
部
品
供
給
を
受
け
た
チ
ー
ム
が

優
勝
す
る
な
ど
幾
多
の
実
績
を
持

つ
。
そ
の
後
も
Ｆ
１
や
ル
・
マ
ン

24
時
間
レ
ー
ス
な
ど
で
数
々
の
勝

利
に
貢
献
し
、
２
０
１
８
年
か
ら

は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｅ
に
も
電
動
パ

ワ
ー
ト
レ
イ
ン
を
供
給
し
て
い
る
。

国
内
で
は
13
年
か
ら
ス
ー
パ
ー
Ｇ

Ｔ
の
シ
リ
ー
ズ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
就

任
。
18
年
に
は
チ
ー
ム
ク
ニ
ミ
ツ

の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
Ｇ
Ｔ

５
０
０
ク
ラ
ス
年
間
王
座
獲
得
を

支
え
た
。

ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
で
は
14
年
か
ら

「
Ｚ
Ｆ
ア
ワ
ー
ド
」
を
設
立
し
、

各
レ
ー
ス
で
顕
著
に
活
躍
し
た
メ

カ
ニ
ッ
ク
と
そ
の
チ
ー
ム
を
表
彰

し
て
い
る
。
ク
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
の

修
復
な
ど
、
困
難
を
乗
り
越
え
た

チ
ー
ム
を
称
え
て
い
る
。ゼ
ッ
ト
・

エ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
多
田
直
純
社

長
は
「
レ
ー
ス
に
携
わ
る
人
は
た

く
さ
ん
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
や
裾
野
で

支
え
る
人
々
に
も
注
目
し
て
も
ら

スーパーGTではシリーズパートナーを務めるとともに「チームクニミツ」をサポート

多田直純社長
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表
さ
れ
る
大
変
革
期
に
あ
る
。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
界
も
持
続
可

能
な
社
会
に
向
け
て
、
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
る
。
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
含
め
た
電
動
化

が
Ｆ
１
を
始
め
上
位
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
も
進
ん
で
い
る
。
ま
た
合
成
燃

料
の
活
用
も
始
ま
っ
て
お
り
、

ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
で
も
今
年
か
ら
導

入
し
て
い
る
。

Ｚ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
の
ト
ッ
プ
就
任

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
マ
シ
ン
の

迫
力
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
か
ら「
ど

ん
ど
ん
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
っ
た
」

と
話
す
多
田
社
長
は
、
変
革
期
に

あ
っ
て
も
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

え
た
ら
」
と
意
義
を
話
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ
へ
の
協
賛
活
動

は
ブ
ラ
ン
ド
や
製
品
の
認
知
度
を

高
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
員
の
帰

属
意
識
を
高
め
、
福
利
厚
生
の
面

で
も
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
。

サ
ー
キ
ッ
ト
に
社
員
と
そ
の
家
族

を
招
待
し
、
現
地
で
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら

う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
社
員

か
ら
も
チ
ー
ム
ク
ニ
ミ
ツ
へ
の
激

励
の
寄
せ
書
き
が
送
ら
れ
る
な
ど
、

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ス
ー

パ
ー
Ｇ
Ｔ
を
通
じ
て
企
業
同
士
の

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。サ

ー
キ
ッ
ト
か
ら
ラ
リ
ー
ま
で
、

舞
台
を
問
わ
ず
継
続
し
て
き
た

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
市

販
製
品
の
技
術
進
化
に
も
寄
与
し

て
お
り
、
ク
ラ
ッ
チ
や
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
は
代
表
格
と
い
え
る
。
さ

ら
に
近
年
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｅ
へ

の
参
戦
が
量
産
製
品
の
技
術
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
参
戦
車

両
に
８
０
０
ボ
ル
ト
の
高
電
圧
に

対
応
し
た
Ｓ
ｉ
Ｃ（
炭
化
ケ
イ
素
）

パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
供
給
し
て

い
る
。
今
後
、
市
販
モ
デ
ル
の
Ｅ

Ｖ
も
高
電
圧
化
し
て
い
く
と
考
え

ら
れ
、
同
社
は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｅ

用
製
品
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て

次
世
代
Ｓ
ｉ
Ｃ
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の

量
産
も
始
め
た
。

自
動
車
業
界
は
今
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ

（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
自
動
運
転
、

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
電
動
化
）
に
代

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
Ｅ
で
培
っ
た

技
術
は
次
世
代
Ｅ
Ｖ
に
も

生
か
さ
れ
る

フォーミュラEにはドライブトレインを供給

1960年代にはF1に製品を供給（写真は66年クーパーT81）

持
つ
迫
力
や
楽
し
み
は
失
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
と
話
す
。

内
燃
機
関
車
で
の
レ
ー
ス
を

基
軸
と
す
る
ス
ー
パ
ー
Ｇ
Ｔ

に
は
、
ク
ラ
ッ
チ
な
ど
の
製

品
を
供
給
す
る
。
一
方
、
Ｅ

Ｖ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
パ
ワ
ー

ト
レ
ー
ン
関
連
に
加
え
ダ
ン

パ
ー
な
ど
も
供
給
し
、
下
支

え
し
て
い
く
考
え
だ
。

変
化
す
る
時
代
に
お
い
て

も
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
開

発
基
盤
の
一
つ
に
据
え
、
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
未
来
を
模
索
し
て
い
く
。

スーパーGTでは社員らがサーキットで声援を送る
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　日ごろは当会事業へのご理解とご協力をいただき、また機関紙「JAPIA NEWS」をご愛読いただき
まして、ありがとうございます。

【機関紙「JAPIA NEWS」読者アンケートのご協力のお願い】
　JAPIAでは、コンテンツの充実を図るため読者アンケートを実施いたしております。ご多用のとこ
ろ大変恐縮ではございますが、下記QRコードもしくは弊会ホームページより本紙の内容に関するアン
ケートにご協力いただきますと幸いです。

【新企画：「我が社のターニングポイント」取材ご協力のお願い】　
　「JAPIA NEWS 2023 ISSUE1」（2023年１月発行）より、会員企業さまの沿革や最も大きな転換期、
社風、社員教育でのユニークな取り組み、将来の事業展開などについてお伺いする新連載企画をスター
トいたしました。会員企業さまにおかれましては、ぜひとも取材協力を賜りたく、何とぞよろしくお
願い申し上げます。
　取材にご協力いただけます場合には、以下の「連絡窓口」までご連絡を賜りたく、よろしくお願い
いたします。なお、多数のご連絡をいただいた際には、ご調整させていただく場合もございます。

【掲載条件】
　ISSUE4（23年10月発行予定）、2024 ISSUE1（24年１月発行予定）、ISSUE2（24年４月発行予定）
の発行タイミングに合わせて、取材対応いただける企業さま

【掲載内容、資料など】
　これまでの沿革や転換期、企業が成長・飛躍した際の大きな出来事などをご紹介いただき、それら
に関連する写真や資料のご提供をお願い申し上げます。

読者アンケートおよび読者アンケートおよび
「新連載企画」取材協力のお願い「新連載企画」取材協力のお願い

一般社団法人
日本自動車部品工業会　日髙
Eメール　hidaka@japia.or.jp
TEL. 03-3445-4213

◆ 連絡窓口「JAPIA NEWS」読者アンケート

読者アンケート期限：2023年９月８日（金）





2023年7月14日発行　通巻747号　「JAPIA NEWS」2023年 ISSUE 3


